
 

 

 

 

 

 

平成２９年第１回美幌町議会定例会会議録 

 

 

 

 

 

平成２９年３月 ７日 開会 

平成２９年３月２３日 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年 ３月１７日 第７号 

 

 

  



 

 



 

－ 245 － 

○議事日程 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

       （諸般の報告） 

 日程第 ２ 議案第１１号～第２５号 

 

○出席議員 

     １番 髙 橋 秀 明 君      ２番 大 江 道 男 君 

     ３番 新 鞍 峯 雄 君      ４番 上 杉 晃 央 君 

     ５番 稲 垣 淳 一 君      ６番 戸 澤 義 典 君 

     ７番 早 瀨 仁 志 君      ８番 岡 本 美代子 君 

     ９番 坂 田 美栄子 君  副議長１０番 吉 住 博 幸 君 

    １１番 橋 本 博 之 君     １２番 中 嶋 すみ江 君 

    １３番 古 舘 繁 夫 君  議 長１４番 大 原   昇 君 

 

○欠席議員 

なし 

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定による出席説明員 

  美 幌 町 長        土 谷 耕 治 君 
教 育 委 員 会        
教  育  長 

平 野 浩 司 君 

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定による出席受任説明員 

副 町 長        平 井 雄 二 君   総 務 部 長        広 島   学 君 

  民 生 部 長        高 崎 利 明 君   経 済 部 長        矢 萩   浩 君 

  建設水道部長        小 西   守 君   病 院 事 務 長        但 馬 憲 司 君 

  会 計 管 理 者        植 木 恒 則 君   事務連絡室長        中 村 敏 文 君 

  総 務 主 幹        石 澤   憲 君   電 算 主 幹        河 端   勲 君 

  まちづくり主幹        露 口 哲 也 君   政 策 主 幹 小 室 秀 隆 君 

  財 務 主 幹        小 室 保 男 君   契約財産主幹        大 場 正 規 君 

  税 務 主 幹        田 中 三智雄 君   環境生活主幹        佐々木   斉 君 

  児童支援主幹        武 田 孝 司 君   福 祉 主 幹        遠 藤   明 君 

  健康推進主幹        佐 藤 和 恵 君   社会福祉主幹        多 田 敏 明 君 

  農 政 主 幹        渡 辺 靖 行 君   耕地林務主幹        伊 成 博 次 君 

商 工 主 幹 後 藤 秀 人 君   観 光 主 幹 那 須 清 二 君 

 建 設 主 幹        川 原 武 志 君   施設管理主幹         中 沢 浩 喜 君 

  建 築 主 幹        西   俊 男 君   水 道 主 幹        御 田 順 司 君 

  病院総務主幹         遠 國   求 君   事務連絡室次長        志 賀   寿 君 

  事務連絡室庶務主幹 岩 田 憲 次 君   教 育 部 長        高 木 恵 一 君 

  学校教育主幹        田 村 圭 一 君   学校給食主幹        石 田 勇 一 君 

  社会教育主幹 荒 井 紀光子 君   町民会館建設主幹 斉 藤 浩 司 君 

  スポーツ振興主幹 浅 野 謙 司 君   博 物 館 長 鬼 丸 和 幸 君 
  農業委員会事務局長 酒 井 祐 二 君   選挙管理委員会事務局長           
                      監査委員室長        谷 川 明 弘 君 



 

－ 246 － 

 

○議会事務局出席者 

  事 務 局 長        藤 原 豪 二 君   次     長 橋 本 美 典 君 

 議 事 係 長 橋 本   勝 君   議 事 係        寺 田   好 君    

 



 

－ 247 － 

       午前１０時００分 開会   

 

◎開議宣告 

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。 

 ただいまの出席議員は１４名でありま

す。定足数に達しておりますので、これか

ら平成２９年第１回美幌町議会定例会第１

１日目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、７番早瀨仁志さん、８番岡

本美代子さんを指名します。 

――――――――――――――――――― 

◎諸般の報告 

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。 

 諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（藤原豪二君） 諸般の報告を

申し上げます。 

 本日の会議につきましては、お手元に配

付しております議事日程のとおりでありま

す。 

 朗読については、省略させていただきま

す。 

 次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましては、第

１日目と同様でありますので、御了承願い

ます。 

 なお、髙木監査委員、所用のため、本日

及び２１日欠席の旨、届け出がありまし

た。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 議案第１１号から 

      議案第２５号まで 

○議長（大原 昇君） 日程第２ 議案第

１１号オホーツク町村公平委員会規約の変

更についてから議案第２５号平成２９年度

美幌町病院事業会計予算についてまでの１

５件を議題とします。 

 第１０日目に引き続き、質疑を行いま

す。 

 議案第１８号平成２９年度美幌町一般会

計予算についての質疑を行います。 

 昨日に引き続き、担当部局ごと、事項別

明細書の款及び項ごとに進めたいと思いま

す。 

 なお、予算書の第２表、債務負担行為及

び第３表、地方債に対し質疑する場合は、

それに対応する事項別明細書の項の中で質

疑をお願いいたします。 

 昨日の質疑において説明の申し出があり

ますので、発言を許します。 

 総務部長。 

○総務部長（広島 学君） 昨日の２款、

総務費、１項、総務管理費、１目、一般管

理費、予算書では７７ページになりますけ

れども、自治法派遣職員の中で御質問のあ

りました派遣職員の定数についての回答を

させていただきたいと思います。 

 派遣職員につきましては、派遣元の身分

を有していることから、派遣元の定数とし

て取り扱うこととなっておりまして、本町

においては定数外の職員となりますので、

御理解をいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 歳出の４款、衛生

費、１項、保健衛生費、１２２ページから

１３１ページの質疑を許します。 

 １０番吉住博幸さん。 

○１０番（吉住博幸君） １２３ページの

医療従事者就業支援補助金について、その

積算根拠についてお尋ねしたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 健康推進主幹。 

○健康推進主幹（佐藤和恵君） 平成２９

年度予算の積算根拠ですが、就業支援補助

として、平成２６年４月から２７年３月に

就業した医療従事者４名掛ける２５万円で

１００万円、２７年４月から２８年３月に
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就業した医療従事者５名掛ける２５万円で

１２５万円、平成２８年４月から１１月に

就業した医療従事者６名と２８年１２月か

ら２９年３月末までに採用見込み９名の合

わせて１５名掛ける２５万円で３７５万円

ということで、合計で６００万円となりま

す。 

 次に、住宅準備補助として２０万円掛け

る７名の１４０万円で、就業支援補助、住

宅準備補助を合わせて７４０万円の計上と

なっております。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） 再度お尋ねいた

します。 

 就業支援補助の対象が拡大された中で、

この人数に対して、どういう医療業務をな

さっているかという仕分けがわかっている

と思いますので、その点についても尐し詳

しく教えていただきたいと思います。 

 あわせて、この支援補助の対象は、民も

官も含めての対象者だと思っていますの

で、この対象者の中で官の方は何名いらっ

しゃるのか、お尋ねしたいと存じます。 

○議長（大原 昇君） 健康推進主幹。 

○健康推進主幹（佐藤和恵君） 平成２６

年４月から２７年３月に就業された方の職

種別でございます。看護師が２名、薬剤師

が１名、言語聴覚士が１名、それから、平

成２７年４月から２８年３月の分は、看護

師が２名、准看護師が１名、理学療法士が

２名です。２８年４月から１１月の分は、

看護師が４名、作業療法士が１名、臨床工

学技士が１名です。２８年１２月から２９

年３月までの分は、看護師が１名、准看護

師が３名、薬剤師が２名、歯科衛生士が３

名となっております。 

 民と官の部分ですが、期間別に申します

と、平成２６年４月から３月の分は、病

院、診療所が４名おりまして、このうちの

１名が国保病院でございます。それから、

平成２７年４月から２８年３月の分は、病

院、診療所が３名で、このうちの１名が国

保病院、２名が介護保険施設でございま

す。２８年４月から１１月の分は、病院、

診療所が５名で、このうちの４名が国保病

院、１名が介護保険施設でございます。２

８年１２月から２９年３月の分は、病院、

診療所が１名で、国保病院が１名、歯科が

３名、介護保険施設が３名、薬局が２名と

いうことです。 

 国保病院の人員につきましては、看護

師、准看護師が５名、薬剤師が１名、理学

療法士が１名となっております。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） 今回、予算絡み

でお聞きしておりますが、この人数の中の

半数以上が国保病院関係だという認識でい

いのかということと、対象者の拡大の中

で、今、歯科衛生士は３名が対象者である

とお聞きしています。これは、町営、町立

という意味では歯科医は持っていませんの

で、民間の医療機関だと思っていますが、

やはり需要があったと捉えてよろしいでし

ょうか。そこら辺はどういう分析をなさっ

ているか、感想をお聞きしておきたいと存

じます。 

○議長（大原 昇君） 健康推進主幹。 

○健康推進主幹（佐藤和恵君） 割合でご

ざいますが、国保病院は半分以下でござい

ます。歯科衛生士につきましては、今、実

際に対象となっている方はいらっしゃいま

せん。ただ、予算の算定に当たりまして、

補助が該当となる町内の医療機関、関係施

設４１件の調査を行っております。この中

で、３月末までに採用見込みの方が９名と

いう回答をいただいておりまして、この中

に歯科衛生士が３名入っているということ

でございます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １０番吉住博幸さん。 

○１０番（吉住博幸君） １２３ページ、
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乳幼児等医療費扶助について、積算根拠と

将来への支出動向をお尋ねしたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（遠藤 明君） 積算根拠と将

来の支出動向でございます。 

 積算根拠でございますが、過去の実績に

基づき積算をいたしております。 

 まず、中学生入院を除く既存制度枞内で

ございます。こちらは、就学前までの通

院、入院と小学校１年生から６年生までの

入院でございます。対象者８５１人に１回

当たりの受診件数を掛け、１件当たりの単

価１,６１２円を掛けまして、月数の１２カ

月を掛けた２,５６７万８,２６０円をまず

算出します。二つ目は、昨年８月に拡大し

ました中学校１年生から３年生までの入院

部分としまして、対象月を毎月２人と見込

み、１件当たり３万５,４００円に１２カ月

を掛けて算出しますが、入院期間などの不

確定要素がございますので、中学生入院は

１００万円としました。合計で２,６６７万

９,０００円と積算しているところでござい

ます。 

 また、将来の支出動向でございますが、

尐子化の進展によりまして、既存制度枞内

の助成額につきましては徐々に減尐するも

のと考えているところでございます。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） 再度お尋ねした

いと思います。 

 将来の動向について特にお聞かせ願いた

いのですが、たまたま今定例会の一般質問

の中でこれに関係する質問があったと思っ

ております。その中で、しばし時間をいた

だきたいという表現があったかと思います

が、今の１回目の答弁も含めて、将来にわ

たって、どのように議論していくのかとい

うことしです。行政内部における議論をど

ういうスピード感で進められていくのでし

ょうか。 

 もう一つ、信頼関係という言葉をあわせ

ておっしゃられていますが、尐なからず一

定の時間という範囲を示すべきではないか

と思っています。その中でいろいろなこと

を発信していきたいと捉えるべきだと思っ

ています。 

 そういう意味では、ただ時間をいただき

たいというだけで信頼関係が構築できるか

というところには尐し疑義があります。 

 町長、その点についてお聞かせ願えれば

ありがたいと思いますが、いかがでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（土谷耕治君） 吉住議員の質問に

お答えしたいと思います。 

 回答書にありますように、助成対象枞拡

大に向けて、懸案事項を検討しながら前向

きに取り組むということで、一定の範囲を

示すべきではないかということでありま

す。 

 私どもは、今までもいろいろな検討をし

てきていますが、例えば、全体的な経費は

どれくらいになるのかということも含めて

考えていきたいと思っておりますし、ま

た、昨年の８月に、従来の枞から拡大、い

わゆる上乗せをしたわけですが、その成果

も見てみたいということです。 

 それを考えますと、去年の８月ですか

ら、１年後はことしの８月ということにな

ります。そして、医療費の請求自体は、大

まかに言うと２年間の請求権があるのです

けれども、大くくりで来るのは９月ぐらい

になるだろうと、そうした結果も見たいと

いうようなことでありますので、できれば

年内までに一定の方向を出したいと考えて

おります。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） 一定方向として

行政側の考え方は年内という言葉だったと

思いますので、私が想定する中では、平成

２９年の１２月までにはしっかりした方向
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を示したいということで捉えたいと思いま

す。 

 ここで、よく、前向きとありますが、そ

れは人それぞれの対応の仕方によっては、

前向きであっても、進捗状況、スピード感

という意味で、多尐違うと思います。 

 私は、今後の課題は議会側にもあると思

っていますが、そういう意味で、今、明快

に１２月まで時間をいただきたいと日時を

宣言されましたので、念押しですが、町

長、そのように捉えてよろしいでしょう

か。 

○町長（土谷耕治君） そのように捉えら

れて結構だと思います。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ２番大江道男さん。 

○２番（大江道男君） 同じく１２３ペー

ジの乳幼児等医療費扶助にかかわってお聞

きしたいと思います。 

 予算額は２,６６７万９,０００円という

ことでありますが、私は、この間の一般会

計予算に占める乳幼児等医療費助成費の割

合を尐し調べてまいりました。 

 そうすると、実額も低下しているし、予

算に占める割合も大きく後退しているとい

うことが明らかになっております。 

 例えば、平成２９年度予算は、今申し上

げた金額ですが、一般会計予算総額は１１

０億５,２７４万５,０００円で、構成比は

０.２４％です。 

 ５年前を見ましたら、予算は今よりふえ

ておりまして、３,０３３万円です。当時の

一般会計予算総額は９４億１,９３１万６,

０００円ですから、構成比は０.３２％と現

在よりふえています。 

 さらにその５年前の平成２０年は、乳幼

児医療費４,２４４万８,０００円、当時の

一般会計予算は９３億８,３２９万２,００

０円ですので、構成比は０.４５％、今の新

年度予算よりも倍ぐらいの構成比になって

います。 

 平成１５年は、５,７７１万５,０００円

で、構成比は０.５２％です。 

 最近で最も多いのは平成１２年で、７,４

６９万３,０００円、構成比０.６６％で

す。予算構成比、予算の実額、いずれも新

年度予算は当時の３６％です。３分の１程

度と大きく減っています。 

 一方で、幼年人口、ゼロ歳から１４歳ま

での人口が相当減っているというように見

ましたら、ことしの２月末で２,２８３人で

す。平成１２年では３,６０６人ですから、

確かに減っておりまして、減り方は６３.

３％です。 

 幼年人口が平成１２年に比較して３分の

２の減尐に対し、乳幼児医療費の予算は３

分の１に減っているのです。こういう状態

を考えた場合、多分、よそのまちでは、人

口が減っている、特に幼年人口が減ってい

ることに対して、予算額を増やして手厚い

子育て支援を行おうということで対象年齢

の拡大がされてきていると思います。 

 しかし、美幌町においては、幼年人口の

減尐よりも、実額予算がさらに減っている

ということについては、現状をしっかり認

識する必要があるのではないかと思いま

す。 

 この間の合計特殊出生率も見てみました

が、長期的には減尐傾向にあります。直近

で言えば、平成２８年１月から１２月とい

う歴年で統計がとられているようですが、

１.３８％です。最近５年間の統計で言え

ば、１.５５％というのが一番低いです。そ

の次の平成１０年から１４年は１.５６％と

尐し伸びました。平成１５年から１９年は

１.５３％と尐し減りました。平成２０年か

ら２４年は１.６４％ということで、尐しず

つふえたと思っておりましたが、平成２６

年、２７年、２８年は、１.３８％をピーク

にして、３年間の平均で１.３３％ですか

ら、その前のやや伸びる傾向と見まして

も、伸びていないのです。 

 これを視野に入れたときに、現状の乳幼
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児医療費助成の予算のつけ方というのは実

態に合っていないのではないかと私は思う

のですが、町長、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（土谷耕治君） 今、るる質疑があ

りました。一般会計に占める乳幼児医療の

割合であるとか、実質的な乳児医療の額の

問題の話もいただきました。 

 一般会計の割合で言うと、そのときどき

の一般会計の全体の枞がありますから、分

母が動くということは当然あると思います

が、その中で、尐子化の影響を受けて子供

の数が減ってくる、乳児医療も減ってくる

ということは、実態としては間違いないこ

とだと思っております。 

 また、今、尐子化のお話がありましたけ

れども、私どもも平成２２年度の１.７９％

が非常に高い率でカウントされているとい

うことで、これに見合うような形で推移し

ていくのではないかと思われましたが、２

３年が１.５６％、２４年が１.７１％、２

５年が１.６％ということで、減尐傾向にあ

ると思っておりました。 

 今、議員がおっしゃるように、平成２６

年が１.３４％、２７年が１.２７％、２８

年が１.３８％ということで、若干持ち直し

ているところだと思います。 

 これについては、特に尐子化の影響がも

ろに出ているのかということと、結婚され

て、子供を産まれる可能性のある女性の数

が尐なくなってきているのではないかとい

う思いでおります。 

 分析については以上でございます。 

○議長（大原 昇君） ２番大江道男さ

ん。 

○２番（大江道男君） 町長は、乳幼児医

療費の予算がどうあるべきかということに

ついて、尐し時間をくれということなの

で、そういう意味では後ろ向きだとは思っ

ていません。しかし、現状を見た場合、そ

れから、この間の予算実額、予算構成比を

見た場合に、相当おくれているということ

をぜひ御認識いただきたいと思います。 

 あわせて、昨年１１月１８日に厚生労働

省で出された速報値を改めて見てみまし

た。全国の中で美幌町はどのような位置に

あるかということで見ると、改めてショッ

クを受けました。３歳以上の子供たちの医

療費については、美幌町は一部負担金と所

得制限があります。償還払いは国は全く問

題にしていませんが、３歳から就学前に所

得制限があって一部負担があるというの

は、データ上では、全国の中で美幌町を含

めて９２市町村です。助成なしはゼロです

から、それ以外は全部助成があって、その

中で所得制限も一部負担もあるというの

は、わずか４.８％しかないのです。 

 それから、町長の選択肢の中にあるのだ

ろうと思いますが、小学生について、入院

は進んでいますので、とりあえず通院で申

し上げますけれども、助成なしは９.９％で

すから、９０.１％の市町村で助成が行われ

ており、その中で、所得制限も一部負担も

あるというのは、９１市町村の４.８％のみ

ですが、美幌町はここにさえ入っていない

のです。以前にも申し上げましたが、外来

の８２％は何らかの助成がされていて、私

たち議会側としては、せめて中学校までは

入院、通院とも助成をということでありま

す。 

 美幌町は、所得制限も一部負担もあっ

て、助成の内容は大変低い方に属している

ということをしっかり押さえた上で、大至

急、改善を図っていく必要があると思いま

す。そういう要素をぜひ御検討いただきた

いと思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（土谷耕治君） 乳児医療、ひとり

親、それから重心の関係です。 

 全国的に見ると、上乗せ、横出ししてい

ないところが全くないというのは、そのと

おりだと思っております。その中で、私ど

もの町も、去年の８月から、入院について

は中学生までやりましょうということでや
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ってきました。その中で、所得制限と０.

５％の負担を求めているということであり

ますけれども、これは、それぞれの地方公

共団体の財政事情もいろいろ絡んできての

話だと私は思っております。 

 今、仮に、平成２９年当初予算で乳幼児

医療を含めて、ひとり親と重心で計上して

いる金額は９,１００万円です。そして、こ

の対象枞を拡大すると、さらに３,１００万

円の上乗せになるということです。さら

に、これから進めて完全無料化にすると、

１,５４０万円ということで、１億３,８０

０万円の経費の負担をしなければいけない

ということです。 

 これにあわせて、無料化あるいは拡大す

ると、当然、事務的経費が伸びてきますの

で、件数もふえるということを含めて、臨

時職員の賃金であるとか、国は今ペナルテ

ィーをかけていますので、このペナルティ

ーがどうなるかということもあり、最大見

積もっても８５０万円弱のペナルティーは

かかってくると思います。 

 さらに言うと、２年目以降の割り増しが

どうなるかということも我々は考えなけれ

ばいけないと思います。平成２６年に無料

化を実施している、あるいは拡大をしたと

ころは、多いところで倍になっているとい

う状況がありますので、こうした状況もし

っかり見据えなければいけないと思ってお

ります。その中で、恒久的な制度として、

どうやっていけるのかというところをしっ

かり見きわめないと、スクラップ・アン

ド・ビルドでいきますと、どこかの事業を

削ってやりましょうという話になってしま

うと思います。それは、何の事業がいいの

かということになると、どこの款にもある

ような経常的な経費を一律カットしていく

のか、時限を切った事業をやめてくのか、

一本釣りでこの事業をやめましょうという

ことでないと、なかなか財源の見通しがつ

かないという思いでおります。 

 この回答書に懸案事項を検討しながらと

書いてありますが、この懸案事項にまさに

かかるところですので、そうしたことをし

っかりと見きわめながら判断をしていきた

いと思っております。 

 大江議員のおっしゃるように、全国的に

やっていないところはないのです。美幌町

が遅いとすると、ここまできたら国が手を

差し伸べるべきだと思っていますし、ペナ

ルティーも過渡的にはかけるべきではない

と思っています。ここまできてしまうと、

地方公共団体が苦しい中で競争しても始ま

らない話ですから、国にそのことをしっか

り訴えていくということを片方でやらなけ

ればいけない問題だと思っております。 

○議長（大原 昇君） ２番大江道男さ

ん。 

○２番（大江道男君） 町長が言うよう

に、ここまできたら国がやるべきだという

考え方に私も全く異存はありません。国会

でも地方でも、特にヨーロッパなどは医療

費無料化というのは当たり前で、子供だけ

ではなくて大人も含めて医療費は無料化、

大学授業料も無料化という中で、何で庶民

が医療費も授業料も大きく負担しなければ

ならないのかというのは、もっともっと国

民的な議論になるべきだと思いますし、こ

んなことを続けている政府がのうのうと権

威を振るっていることについては、町長と

同じように我慢できないと私も思います。 

 ただ、これは全国の市町村が同じような

思いをしているけれども、我が町の人口の

減尐にどうやって歯どめをかけるかという

中で、先行して予算をつけているというよ

うに思います。 

 一般質問で夕張市の例も出しましたが、

あのように財政再建の真っ最中にあって、

大変な財政状況の中でも、中学校卒業まで

入通院とも無料にする、しかも完全無料で

す。そのことを考えたら、我が町で国がや

るまで足踏みをするということにはならな

いのだろうと思います。 

 予算をどう評価するかという質疑ですの
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で、これ以上膨らませないようにしたいと

思うのですが、一般質問でもお示しいただ

いたように、導入後の追加財政負担額は平

均で１.５６倍に膨れ上がるということの持

っている意味を考えてみました。 

 結局、医療費の助成あるいは無料化にな

ることによって、子供を病院にやるという

ことを抑えていた、このたがが外れて、よ

うやく安心して受診ができるようになっ

た、それが医療費助成の効果ではないかと

思うのです。 

 自己負担があった、３割負担があった、

しかし、助成が開始されたので、それ以前

を平常時と言えば、平常時の５割増しの入

院の機会が増えたということだと思うので

す。親から見れば、子供から見れば、よう

やく病院に行くことができるようになった

ということを示しているのであって、それ

が政治あるいは行政がもたらす効果なのだ

と思うのです。 

 痛くもないのに病院に行って注射を打っ

てもらう子供は、私自身も含めて、いない

です。病院に行くことが喜びだなんて子供

はいないです。親が注射を打ってもらうよ

と言ったら泣きやむわけですから。 

 そういう点で、今、美幌町も子育て支援

に力を入れるということで、まち・ひと・

しごと総合戦略では、平成２７年から３１

年までに、中学生の入通院医療費を一部助

成とありました。一部助成という表現なの

で完全無料化ではないと思うのですが、実

施という表現になっているので、平成３１

年までに町民に示された大方針に基づい

て、ぜひ英断を振っていただく必要がある

のではないかと思います。 

 相生市のように、行革で全部の予算をつ

くったまちもありますが、大変なまちも含

めてほとんどが取り組んでいるということ

を押さえて、相当精力的に進めていただき

たいと思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（土谷耕治君） 大江議員から質問

がありましたけれども、平成２６年に対象

拡大をした市町村のうち、その後の伸びを

どう見るかということだろうと思います。 

 大江議員がおっしゃるように、片方で

は、今まで病院にかかれなかった人がかか

れたということもありますし、もう片方の

見方として、多受診に走ったのではないか

という見方をされる方もおられるというこ

とで、この検証を私どもがしっかりして、

その結果で私どもがどうするかということ

を判断していきたいと思っております。 

 また、夕張市の件ですけれども、実は、

平成２８年度の北海道の医療給付事業の補

助金交付要領を見ますと、１０分の１０な

のです。ですから、夕張は手出しがないと

いうことです。通常は２分の１以内でやり

ますけれども、この要綱を見ると、夕張市

については１０分の１０と明記されていま

す。 

 それは、大江議員のほうでもまた調べて

いただいて、違いがあればまた御指摘いた

だきたいと思っています。 

 いずれにしましても、懸案する事項がた

くさんありますので、それに沿った形で検

討させていただいて、年内には一定の方針

を出したいと思っていますので、どうかよ

ろしくお願いいたしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １０番吉住博幸さん。 

○１０番（吉住博幸君） １２３ページ、

美幌・津別広域事務組合負担金についてお

聞かせ願いたいのですが、例年と比べたら

１６０万円程度伸びていますけれども、こ

の理由をもう尐しかみ砕いて説明していた

だけないでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（高崎利明君） 増額の理由で

ございますが、美幌・津別広域事務組合負

担金は、火葬場にかかる経費の負担金でご

ざいます。現在、火葬場で使用しておりま

す平成６年に購入の収骨用運搬車につい
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て、経年务化によりブレーキ装置にふぐあ

いが生じておりますので、更新整備を行う

ため、増額となるものでございます。 

 購入費用は１台１９４万４,０００円で、

美幌町負担分が８０.２１％ありますので、

１５６万円増額となるのが主な理由でござ

います。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） 広域ですので、

美幌町と津別町の負担割合は一定額あると

思います。表現が尐し適当ではないのです

が、負担割合も含めながら、実際にこの施

設を御利用いただいている町村別の割合を

承知していれば、参考のためお教え願いた

いのですが、資料をお持ちでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 事務連絡室庶務主

幹。 

○事務連絡室庶務主幹（岩田憲次君） 今

の御質問ですが、平成２８年度の２月末現

在で美幌町が１８６件、津別町が９２件、

そのほかの町外者が２７件、合計３０５件

となっております。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） これは、年によ

って変わるとは十分承知しているのです

が、そこで１点、こういうことも含めて負

担割合が決定されているのか、俗に言う人

口割合とか財政割合とかいろいろあると思

いますので、そこら辺の仕組みをいま一度

確認しておきたいと存じますが、いかがで

しょうか。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（高崎利明君） 広域事務組合

の負担割合につきまして、副町長から参考

資料の説明をした際に説明させていただい

ていると思いますが、衛生費、火葬場の負

担につきましては、国勢調査の人口割とい

うことで今まで積算されておりまして、今

回、平成２９年度からは、平成２７年度の

国勢調査の数値、人口割合によって、美幌

町８０.２１％、津別町１９.７９％と取り

決めていますので、よろしくお願いたしま

す。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ８番岡本美代子さん。 

○８番（岡本美代子君） １２７ページの

予防費、がん検診委託料のところで、レデ

ィース検診を新たに４回考えているとのこ

となのですけれども、時期や曜日などはど

のように考えているのかお知らせくださ

い。 

○議長（大原 昇君） 健康推進主幹。 

○健康推進主幹（佐藤和恵君） 子宮頸が

ん・乳がん検診の受診数の増加を目的に平

成２６年度より検診日程を１日ふやして、

子宮頸がん・乳がん併用検診を実施してま

いりました。 

 平成２９年度は、子宮頸がん・乳がん併

用検診に大腸がん検診を加えて、レディー

ス検診として４日間実施を予定しておりま

す。日程は７月３日月曜日、７月２４日月

曜日、１０月６日金曜日、１０月７日土曜

日でございます。 

 検診の対象は、子宮頸がんが２０歳以

上、乳がん、大腸がんが３５歳以上で、受

診間隔は、子宮頸がん、乳がんが２年に１

回、大腸がんは毎年の受診をお勧めしてお

ります。 

 料金は、子宮頸がんが５００円、乳がん

は３５歳から４９歳が６００円、５０歳以

上が５００円、大腸がんが２００円となっ

ております。 

 周知につきましては、４月号広報に平成

２９年度版の特定健診、各種がん検診、年

間日程表を折り込む予定のほか、チラシ、

ホームページなどで広く周知を図ってまい

ります。 

 なお、お申し込みには日程表に付属のは

がきやホームページのほか、若い方が予約

しやすいように携帯やスマートフォンから

ＱＲコードで予約も可能となっておりま
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す。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 健診日に大腸が

んも組み合わせたということで、大腸がん

も女性に多いがんとなっていますので、私

は、こういう工夫は大変いいことだと思っ

ています。 

 この委託先はどこなのかということをま

ずお知らせください。 

○議長（大原 昇君） 健康推進主幹。 

○健康推進主幹（佐藤和恵君） 委託先

は、北海道対がん協会となっております。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） バスで来るやつ

ですね。 

 私は、前にもこのような質問をしたこと

があるのですけれども、国保病院でかなり

のことができていて、マンモグラフィーも

いいのが入っているということで、私は、

町でやっている健診以外に、乳がんと大腸

がんだったら国保病院でもできるのではな

いかと考えています。 

 どうしてもこの７月と１０月に連日で２

日間ということで、どちらかというと、も

っと１年を通して広く、例えば４カ月に１

回とか、３カ月に１回とか、今の国保病院

を使えば、かなりのことができるのではな

いかと思っているのですけれども、その辺

の検討はいかがなものでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 健康推進主幹。 

○健康推進主幹（佐藤和恵君） 今の乳が

ん検診と大腸がん検診が国保病院でできな

いかというお尋ねですけれども、既に受診

することが可能でございます。 

 今までは、乳がん検診に関しては日にち

が決まっておりましたけれども、新年度か

ら新しい先生もいらっしゃるということ

で、新たにまた設定がされると思います。

それは今お話しすることができないのです

けれども、既にがん検診をしていただくこ

とは可能ですので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １２番中嶋すみ江さん。 

○１２番（中嶋すみ江君） 同じページの

予防費の各種健診受診状況についてであり

ます。 

 受診率の推移、過去５年間をお示しくだ

さい。 

 また、今年度の目標値と達成の対策につ

いてですが、肝炎ウイルス検査の受診者数

の推移について過去５年分と、対象者に対

して今までの受診者数と罹患者数をお示し

ください。 

○議長（大原 昇君） 健康推進主幹。 

○健康推進主幹（佐藤和恵君） 各種健診

受診率の推移につきましては、前年度比

で、子宮がん、乳がん、脳ドックが増、胃

がん、肝炎検査、エキノコックス症検査が

減、その他はおおむね横ばいとなっており

ます。 

 肝炎検査は、これまで検査したことがな

い４０歳以上の方が対象であることから、

今後減尐していくものと考えられます。エ

キノコックス症検査につきましても、５年

に１度となっていることから減となってお

ります。 

 詳しくは、別紙として各種健診受診数と

受診率の推移を提出させていただいており

ますので、そちらをごらんいただきたいと

思います。 

 次に、平成２９年度の目標値と達成の対

策であります。 

 平成２９年度の目標値につきましては、

各健診において前年度比２％から５％の受

診率増を目標に予算を計上しております。 

 達成の対策につきましては、子宮がん検

診、乳がん検診、大腸がん検診を同日に受

けられるレディース健診の実施や、町単独

無料クーポンの配布、出前講座の実施、新

聞へのチラシ折り込みやイベント会場での
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周知など、受診勧奨対策の強化を図り、受

診数の拡大を図ってまいりたいと思ってお

ります。 

 次に、肝炎ウイルス検査の受診者数推移

と罹患者数でございます。 

 受診者数推移につきましては、さきに提

出しております別紙をごらんください。 

 それから、肝炎ウイルス検査につきまし

ては、これまでに検査をしたことがない４

０歳以上の方が対象ということで、２５年

をピークに今後減尐していくものと考えて

おります。 

 それから、検査内容でございます。肝炎

ウイルス検査は、血液検査により、Ｃ型、

Ｂ型肝炎について検査を行い、検査料金に

つきましては無料となっております。 

 なお、肝炎検査の罹患者数でございます

が、これは把握しておりません。検査結果

による要請者数は別紙に記載しております

が、平成２８年度はＢ型で４名となってお

ります。 

○議長（大原 昇君） １２番中嶋すみ江

さん。 

○１２番（中嶋すみ江君） 達成の目標や

対策については理解させていただきまし

た。 

 また、先ほどの岡本議員の質問の中でも

ありましたように、国保病院でも乳がん検

診をされていることは私も承知していまし

たが、また実施していただけるということ

で、尐し安心いたしました。 

 次に、肝炎ウイルスの検査の状況が過去

５年分載っておりまして、それを見まし

た。日本肝臓学会では、日本では約１００

人に１人の割合で感染者がいると言われて

おりますが、本町の推移を見ましたら、平

成２８年度は１６３人に対して４人であり

ます。これは、４０人に１人ということに

なります。 

 平成２７年を見ましたら、７０人に１

人、２６年を見ましたら、５０人に１人、

２５年を見ましたら、６０人に１人という

ことで、過去５年間を合計しましたら、９

８９人の方が検査を受けております。その

中で陽性が１７人ですから、この割合を見

ますと、５８人に１人ということです。全

国でも１００人に１人の割合となっていま

すが、それから見ますと、美幌町は２倍も

の方が陽性ということになるのではないか

と思いました。 

 ５年で１７名の方が陽性になったという

ことですと、それぞれに家族がいたらどう

なっていくのかと思っています。今は、私

も一般質問をさせていただきましたが、水

平感染が危惧されております。これに対し

て、美幌町として考えている対策がありま

したら、お伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 健康推進主幹。 

○健康推進主幹（佐藤和恵君） 説明不足

で申しわけございません。 

 陽性の方ということで、今、数字を報告

させていただきましたが、陽性は必ず肝炎

であるということではありません。実際

に、平成２７年にはＢ型の方が３名いらっ

しゃいますけれども、２名の方について

は、受診をした後、経過観察ということに

なっています。お一人の方については、定

期受診ということで、継続して経過を見ら

れているということです。私どもとして

は、実際に陽性であったという場合につい

ては、受診をお勧めするということで、御

家族を含めて御説明をさせていただいてい

るところです。 

 もう一つは、実際に肝炎ではないだろう

かということで受けてみたいという方につ

きましては、うちで実際に行う検診とまた

違うものではあるのですけれども、北見保

健所のほうでウイルス検査ができます。こ

れは、感染症法からの検査ということにな

りますので、限られた一定条件がございま

すけれども、自分で感染を疑っている方に

つきましては無料で受けることができます

ので、そういったものもお勧めしながら、

お話をしていきたいと考えております。 
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○議長（大原 昇君） 暫時休憩します。 

 再開は１１時１０分といたします。 

午前１１時００分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午前１１時１０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 引き続き、平成２９年度美幌町一般会計

予算についての質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ３番新鞍峯雄さん。 

○３番（新鞍峯雄君） １２７ページの環

境衛生費、墓地・霊園等管理事業の２１１

万６,０００円の関係で、霊園別の墓地返還

状況について、平成２０年度から２８年度

分をお伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 環境生活主幹。 

○環境生活主幹（佐々木斉君） 霊園別の

墓地返還状況でございます。 

 平成２９年３月１日現在でございます

が、平成２８年度の返還数、美幌霊園が２

区画、柏ケ丘霊園が４区画、市街共同墓地

が９区画となっております。 

 他の年度及び残区画数につきましては、

お配りした資料のとおりとなっております

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） この内訳を見ます

と、年々、返還数がどちらかといえば多く

なって、美幌霊園が現在では４区画、柏ケ

丘霊園が９区画、市街共同墓地は６０区画

が残区画数であります。 

 今は時の流れとかさまざまな要因で、新

たに墓地をつくる方が尐なくなってきてい

るわけでありますけれども、今現在、美幌

霊園の新たな整備の考えがあるのかないの

か、それについてお伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（高崎利明君） 美幌霊園の造

成の考え方でございますけれども、総合計

画にも載せておりますが、残区画数の状況

を見ながら検討するということで、平成２

９年度は造成の計画はございません。今、

残区画が４区画と減ってきておりますの

で、現地を見ても、あと残り数区画だと考

えられております。 

 この平成２９年度の申し込み状況と、返

還数も尐しあるかと思うのですが、そうい

う状況を見ながら、適時造成をする計画で

おりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○３番（新鞍峯雄君） わかりました。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ４番上杉晃央さん。 

○４番（上杉晃央君） １２７ページの環

境衛生費の墓地・霊園等管理維持費の中

で、今回２万６,０００円の普通旅費が計上

されております。説明では先進地を視察し

たいということでしたので、視察予定地に

ついて御説明をいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 環境生活主幹。 

○環境生活主幹（佐々木斉君） それで

は、合葬墓・合同納骨塚の建設に向けての

先進地視察について御説明したいと思いま

す。 

 視察先といたしましては、帯広市、恵庭

市、北広島市、江別市などの中から先方等

の都合などとあわせまして、道内視察を実

施したいと考えております。 

 また、近隣市町村で既に設置しておりま

す、北見市、網走市、小清水町についても

視察をしたいと考えております。 

 内容につきましては、合同納骨塚の運営

方法やその他運用に向けて必要と思われる

事項について視察してきたいと考えており

ます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ３番新鞍峯雄さん。 

○３番（新鞍峯雄君） １２９ページの環

境保全推進費の中の、ロマンチック街道交
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通支障木剪定委託料１７２万８,０００円の

関係で、通称ロマンチック街道には２,９４

８本の植栽が実施されたが、現在はどの程

度残っているのか。また、平成２９年度の

剪定数の予定はどのくらいでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 環境生活主幹。 

○環境生活主幹（佐々木斉君） ロマンチ

ック街道の現在の植栽、白樺の本数でござ

いますが、伐採、移植、立ち枯れ、倒木な

どもありまして、現在は約２,１００本余り

となっております。 

 平成２９年度の剪定でございますが、枝

の剪定で地上から４メートルの高さを目安

に、下枝払いを８０本、それから、枯れ枝

の剪定を４０本予定しているところであり

ます。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 当初、約３,０００

本植栽されて、今は２,１００本ほどという

ことです。枯れるなどいろいろな要因があ

るでしょうけれども、切れたところをまた

新たに植栽するということはやらないのか

どうかお伺いします。 

 もう一点は、町民から、剪定のし過ぎで

枯れた木もあるという声も聞かれています

ので、その点についても伺いたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（高崎利明君） 補植の考え方

についてですが、ロマンチック街道に植栽

をしてから、枯れた部分などは移設などを

しながら現在の形を残してきております。

現在、ロマンチック街道の白樺並木などに

つきましては、非常に自然的な印象を与え

るということで観光客等にも喜ばれると考

えておりますけれども、現在のところ、新

たに植栽をするという考えはございませ

ん。 

 また、枯れている部分があるというお話

につきましては、確認しておりませんが、

本年度も同じように剪定、枝払い等をしま

すので、その時点で確認をさせてもらいま

して、危険であるのであれば、そういう部

分から先に撤去等をしていきたいと考えて

おります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） そのほかにありま

せんか。 

 ９番坂田美栄子さん。 

○９番（坂田美栄子君） 私も、１２９ペ

ージの新鞍議員と同じロマンチック街道交

通支障木剪定委託料について伺います。 

 ロマンチック街道と言われておりまし

て、観光客からは大変喜ばれているという

話は伺っています。ただ、交通障害を起こ

している部分もありますので、剪定の仕

方、内容について、もう一度詳しくお聞か

せいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 環境生活主幹。 

○環境生活主幹（佐々木斉君） ロマンチ

ック街道の剪定の仕方について尐し御説明

したいと思います。 

 ロマンチック街道の選定の基本は、道路

標識や路肩標識が見えづらいということ

で、地域からの選定の要望とか、道路管理

者からの指示がございまして、そちらを中

心に枝の選定を実施しているところでござ

います。 

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。 

○９番（坂田美栄子君） 確かに、そうい

うところの剪定はやられているのだろうと

思っています。 

 あとは、農作業の関係で支障になる枝払

いと、それから、今はどんどん上のほうに

いいだけ伸びている感じがするのです。そ

の木が大きくなることによって、古くなっ

てくると倒木のおそれがありますので、樹

齢とか、剪定のあり方とか、枝払いの仕方

とか、そうところをもう尐し研究する必要

があるのではないかと感じているのです

が、その辺についてはどのようにお考えで

しょうか。 
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○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（高崎利明君） ロマンチック

街道の剪定につきましては、昨年から計画

的に実施させていただきまして、昨年度

は、特に電線に触れている部分や危険な部

分を優先してやらせていただいておりま

す。今回につきましては、先ほど説明しま

したように、交通に支障のあるようなとこ

ろの枝払いをする予定です。 

 こちらにつきましても、地元の要望等が

ありますので、そういう部分を勘案しなが

ら、また現地の確認をしていく上で剪定を

していきたいと考えておりますので、御理

解のほどをよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。 

○９番（坂田美栄子君） 今、答弁いただ

きましたので、剪定のあり方というか、美

しく見えるのも剪定のあり方だと思うので

す。見る側にとって、支障だけではなく

て、美しく見える剪定の仕方も大事かと思

いますので、そこら辺のところもぜひ研究

していただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １１番橋本博之さん。 

○１１番（橋本博之君） ただいまの質問

に引き続きまして、ロマンチック街道につ

いて質問させていただきたいと思います

が、この中身を見てみますと、剪定予定数

が８０本と４０本で１２０本、総額から簡

単に割りますと１本当たり１万４,４００円

くらいになるのです。 

 この剪定に当たって、例えば庭師が必要

だとか、特殊な機械が必要だとか、そうい

った積算根拠が今わかりましたら、お示し

いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（高崎利明君） 庭師はつけて

おりませんけれども、高いところにありま

すので高所作業車を使った剪定ということ

で見積もりをもらって積算をさせていただ

いているところございます。 

○議長（大原 昇君） １１番橋本博之さ

ん。 

○１１番（橋本博之君） わかりました。 

 私も毎日通らせていただいている道路の

並木ですが、このごろは非常に見ばえもよ

くなって、ある程度下の枝を払っていただ

いていますから、見通しも大分よくなっ

て、景観的には非常にマッチングしてきた

のではないかと思っております。 

 先ほど坂田議員もおっしゃいましたよう

に、将来、どのように育てていくのかとい

うものを持っておられるのであれば聞きた

いと思っております。余り上に伸ばす必要

もないかと思いますし、余り混み過ぎる

と、夏の間、かえって畑の様子が見えなく

なるような状況もあるのです。バスで座っ

て見ている高さがちょうど枝の高さになっ

ていて、その辺の景観も十分に考えた上で

剪定していただきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（高崎利明君） ロマンチック

街道につきましては、本年度策定の緑の基

本計画にも掲載しておりますとおり、景観

形成に係る基本方針の中で、ロマンチック

街道につきましてもうたっているところで

ございます。 

 今、御指摘がありましたように、今後の

景観に配慮した緑のあり方につきまして

は、剪定等も含めて関係者と協議していき

たいと考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ３番新鞍峯雄さん。 

○３番（新鞍峯雄君） １２９ページの環

境保全推進費の中の花樹育苗センター管理

運営業務委託料４２０万８,０００円につい

て、花樹育苗センターの平成２８年度実績

と平成２９年度事業計画の内容についてお

伺いいたします。 
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○議長（大原 昇君） 環境生活主幹。 

○環境生活主幹（佐々木斉君） 花樹育苗

センターの平成２８年度の実績と２９年度

の事業計画の内容について御説明いたしま

す。 

 平成２８年度の花苗の配布本数につきま

しては、４１自治会に４万９,７４６本、５

０団体に３万２,４７０本、合計８万２,２

１６本となっております。 

 平成２９年度の申し込み本数としまして

は、４０自治会に５万７７８本、４９団体

に３万１,８２２本、合計８万２,６００本

となっております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 各自治体の環境整

備の関係で花などを植えているわけですけ

れども、草取りなどの手入れは結構な手間

がかかると思うのですが、２点ほどお伺い

いたします。 

 １点目は、各自治会から新たな要望事項

はあるのか、ないのかということです。 

 ２点目は、４２０万８,０００円という金

額で維持管理がきちんとできているのかど

うかということでございます。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（高崎利明君） 花苗の配布に

対しての自治会からの要望ということでご

ざいますが、特に自治会から要望を受けて

いる部分はございません。 

 管理につきましては、見積もりをとりま

して、管理ができるという形で予算を計上

させていただいておりますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １項、保健衛生費

の質疑はありませんか。 

 ２番大江道男さん。 

○２番（大江道男君） １２９ページ、緑

化推進事業についてお伺いをしたいと思い

ます。 

 ことし、美幌町でフラワーマスター講習

を予定されているということであります

が、５年前でしょうか、平成２４年に津別

町で開催されたときは結構多くの受講者が

おられたということで、大きく宣伝すれば

美幌町内でも受講者がいるのではないかと

思っております。 

 この開催に当たって、町としてどのよう

な周知や受講者を募る取り組みを計画され

ているのかということについてお伺いいた

します。 

○議長（大原 昇君） 環境生活主幹。 

○環境生活主幹（佐々木斉君） フラワー

マスター認定講習会への参加拡大について

でございます。 

 美幌町フラワーマスター連絡協議会か

ら、平成２９年度フラワーマスター認定講

習会の開催を美幌町で実施したいという要

望がございまして、打ち合わせを実施いた

しました。その結果、開催に当たりまして

は、町が主体となって開催し、美幌町フラ

ワーマスター連絡協議会が支援する形で取

り組むということでの打ち合わせをしてお

ります。 

 また、参加拡大につきましては、美幌町

フラワーマスター連絡協議会が活動状況の

ＰＲとともに主体的に取り組んでいただき

まして、町はその取り組みを支援していく

ということで打ち合わせをさせていただい

ております。美幌町と美幌町フラワーマス

ター連絡協議会が相互に協力して、美幌町

での開催を進めていこうと考えているもの

でございます。 

○議長（大原 昇君） ２番大江道男さ

ん。 

○２番（大江道男君） 私も過去に一般質

問で、美幌町の美を生かして、環境美化、

あるいは緑化に多いに取り組むべきではな

いかということを申し上げた経過がござい

ます。 

 そこで、実は平成２４年度の津別町開

催、これは町を挙げて取り組んだのだと見
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受けられます。担当者に聞きましたら、町

長の提案だったのだということでした。そ

して、町長、教育長が受講者となって、フ

ラワーマスターの認定講習を受けて、フラ

ワーマスターになっているそうです。 

 津別町には「美」はつきませんけれど

も、まちの美化ということで取り組んでい

る節もありますので、本町におきましても

無料で講習が受けられるということと、植

栽とか、デザインとか、育て方などを教え

ていただける大変有意義な講習だと思いま

す。 

 津別町は８８名が参加したということ

で、鼻息の荒らさに尐し圧倒されましたけ

れども、美幌町としても、「美」のつくま

ちとして、フラワーマスターも相当高齢化

してきているということもありますので、

津別町を片目に見ながら、この際、多くの

町民に無料で技術講習をいただけるという

ことですので、ぜひ大いに取り組んでいた

だければと思います。いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 環境生活主幹。 

○環境生活主幹（佐々木斉君） 先ほども

尐しお話しさせていただいたのですけれど

も、平成２９年度につきましては、認定講

習会を美幌町で開催したいということで申

し込みをいたしまして、ただいま内示の段

階で、北海道のほうからは４月に正式に決

定するということになっております。 

 平成２４年度は津別町で開催しておりま

すので、今回の申し込みに当たりまして

は、津別町にお尋ねをして、開催のあり方

などを確認し、平成２７年度の帯広市、平

成２８年度の網走市に環境生活グループの

職員を１名出して、開催の模様を確認して

おります。 

 正式決定になりましたら、先ほども申し

上げましたとおり、美幌町フラワーマスタ

ー連絡協議会と足並みをそろえて協力しな

がら、たくさんの参加をいただけるように

努めてまいりたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ２番大江道男さん。 

○２番（大江道男君） １２７ページ、環

境衛生費にかかわって、墓地・霊園等管理

事業、普通旅費として２万６,０００円が計

上されておりまして、前段で視察先は明ら

かにされたところであります。 

 それで、視察を行った後に合葬墓・合同

納骨塚建設に着手をされるということなの

ですが、大変期待されている方々が多く

て、新年度ではなくて、年度途中でも方向

が固まれば、建設の可能性を持った施設で

はないかと思うのです。今後に向けての建

設の考え方をお聞かせいただければと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（高崎利明君） 今後に向けて

の考え方ということでございますけれど

も、昨年の定例会で大江議員の一般質問に

町長が答弁しておりますが、霊園の造成と

あわせて検討する考えであるということで

ございます。 

 現在、美幌霊園の残区画数が残りわずか

となってきていることから、霊園の造成と

あわせて合同納骨塚の設置を検討するとい

うことで、今回、旅費を組ませていただき

まして、先進地の視察を実施する形になっ

ております。 

 今、年度の途中ということもあります

が、霊園の造成と合わせてやることによっ

て事業費も抑えられるということもありま

すし、建設場所等も含めて考えますと、や

はり同時に、一体的に行うことが必要かと

思っておりますので、この部分は美幌霊園

の造成時期に合わせて一緒に整理したいと

考えておりますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） ２番大江道男さ

ん。 

○２番（大江道男君） 美幌霊園の造成時

期とは、いつを指すのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 
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○民生部長（高崎利明君） 時期は明記し

ておりませんけれども、先ほど尐しお話し

ましたように、残区画数が残りわずかで、

計画では４区画になっておりますので、こ

の分の現地を見まして、あと数区画はとれ

ますが、今年度の申請状況を見きわめた上

で、足りなくなる可能性があれば、早けれ

ば平成３０年度に向けて、今年度中には、

いつ造成するかの検討をしたいと考えてお

ります。 

○議長（大原 昇君） ２番大江道男さ

ん。 

○２番（大江道男君） そんなに地球の形

を変えるようなものではないと思っており

ます。 

 視察されるとわかると思いますが、簡易

な建造物になるのではないかと思っていま

す。ぜひ待っている町民の期待に一刻も早

く応えていただけるように、その点もぜひ

視察でしっかりとした情報を得ていただけ

ればと思いますが、どうですか。 

 副町長、何かあればお願いします。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 

○副町長（平井雄二君） 合葬墓・合同納

骨塚の設置につきましては、今、民生部長

のほうからも答弁させていただきましたけ

れども、そのほか、いろいろな手法もあろ

うかと思いますので、それらを含めた中で

早期に設置できるようなことで努めてまい

りたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １０番吉住博幸さん。 

○１０番（吉住博幸君） 墓地・霊園等管

理事業の普通旅費の金額について具体的に

教えていただきたいのですが、視察先が北

広島市、恵庭市となると、議会としての視

察などで１泊するという考え方から言う

と、交通手段として庁用バスで行ったとし

ても２万６,０００円という根拠がわからな

いということです。人数的に１人だけには

ならないだろうと思うのです。そういう意

味で、まず、この項目について、普通旅費

の積算についてお尋ねしたいと思います。 

 具体的に言えば、金額についてです。 

○議長（大原 昇君） 環境生活主幹。 

○環境生活主幹（佐々木斉君） 合同納骨

塚の先進地視察の旅費について御説明いた

します。 

 公用車で職員２名が１泊２日の場合、１

人の旅費が１万３,０００円なので、２人分

で２万６,０００円を計上させていただいて

おります。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） わかりました。 

 では、次の項目に移らせていただきま

す。 

 ロマンチックロードの剪定について、民

生部というか、これは衛生費の話ですが、

例えば建設水道部には直営班もあろうかと

思うのです。例えば、国が緊急雇用対策と

いうことで、町なかの木の伐採や剪定、枝

払いなどをやっている中で一つ疑問は、ま

ず、この金額について、何かの補助金が当

たるのかという内容が一つです。 

 ２点目は、作業自体を見たら、きのうか

おとといに、直営班が地面から４メートル

ぐらいの高さの枝払いをしていたのです。

そういう意味で、業者に発注しなければい

けない行為なのかというこことです。 

 ３点目は、金額そのものについてです。

どういう過程で積算されたのかということ

です。例えば、業者３社にお願いしたと

か、建設部で見積もってもらったとか、い

ろいろな形があろうかと思いますが、この

内容では高額過ぎるかなという思いが多尐

よぎりました。大きい意味で、同じ項目の

中の疑問点ということで、３点についてお

答え願いたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（高崎利明君） ただいま３点

の御質問があったと思いますが、まず、補

助金についてはございません。補助金は受
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けていなくて、町の単費で行うものでござ

います。 

 発注が必要かというところですが、こち

らにつきましては、国道でもありますし、

交通安全上の誘導員、高所作業車を有する

ということで、発注で行いたいと考えてお

ります。 

 また、金額につきましては、この事業は

平成２８年度、昨年度から行っておりまし

て、複数の見積もりをもらっておりません

が、昨年度実施した業者から見積もりをい

ただいて計上させていただきましたので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） 一つは、補助金

ではないということは事実ですから承知し

ました。 

 補助金ではないということを踏まえて次

の疑問点を言うのですが、財政がそんなに

豊かではなかったら、発注ばかりではなく

て、実際にどうやったら安くなるかという

研究が必要です。４メートル以下だった

ら、はしご１本、簡単に言えば、高所作業

車がなくてもできませんか。 

 例えば、交通整理です。除雪のときに臨

職でありますけれども、交通誘導員Ａでな

い限り、自前の人がついて交通整理という

か、誘導しても構わない部類のランクの交

通誘導員という言葉を使わせていただきま

すが、その程度だと思うのです。 

 そういう意味では、せっかく臨職の方々

もいる中ですから、満度に部署間の連携が

とれれば、もしかしたら安くできるのでは

ないか。過去の経緯は聞きましたが、そう

いう研究をなさったことはないのでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 環境生活主幹。 

○環境生活主幹（佐々木斉君） ロマンチ

ック街道の交通支障木の枝の剪定につきま

しては、先ほども言いましたように、地域

と道路管理者から枝の剪定の指示や要望が

ございまして、実施しています。そのとき

の距離が６.４キロメートルありましたの

で、関係部署で協議をしまして、現在のと

ころ、緑化推進を担当しております環境衛

生のほうで予算を計上しているのですが、

議員のおっしゃるとおり、道路でもありま

すので、関係部署との協議をきちんと行い

まして、役場の内部で、直営でできるよう

な部分があれば、こちらの管理もお願いを

して取り進めることを検討させていただき

たいと思います。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） よく答えていた

だきました。 

 税金がかかることですので、研究に研究

を重ねていただきたいということをお願い

して、やめさせていただきます。 

○議長（大原 昇君） １項、保健衛生費

の質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、１項、保

健衛生費を終わります。 

 次に、２項、清掃費、１３０ページから

１３３ページの質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、４款、衛

生費を終わります。 

 暫時休憩します。 

 再開は１３時１０分といたします。 

午前１１時４９分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 １時１０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 引き続き、平成２９年度美幌町一般会計

予算についての質疑を行います。 

 次に、５款、労働費、１３４ページから

１３５ページまでの質疑を許します。 

 ５款、労働費の質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、５款、労
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働費を終わります。 

 次に、６款、農林水産業費、１項、農業

費、１３６ページから１４７ページまでの

質疑を許します。 

 １１番橋本博之さん。 

○１１番（橋本博之君） １３９ページ、

最上段の網走川流域の会負担金についてで

すが、この目的と事業内容について説明願

いたい。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖之君） 網走川流域の

会の負担金の目的と事業内容でございます

が、目的としては、網走川流域の住民が人

と自然豊かな流域社会をつくることを目指

し、流域を単位として、新たな地域づくり

のあり方を探るため、網走川流域に所在す

る津別町、美幌町、大空町、網走市、ＪＡ

つべつ・びほろ・めまんべつ・オホーツク

網走、網走漁協、西網走漁協、網走地区森

林組合、美幌町森林組合、北見広域森林組

合の１３団体で平成２７年３月１３日に設

立した組織でございます。 

 活動内容につきましては、各ＪＡ及び漁

協青年部による１市３町の小学４年生を対

象とした出前授業の開催、各自治体の社会

教育担当者による１市３町の小学４年生以

上の児童と親を対象とした環境学習事業の

開催や、網走川一斉清掃に取り組んでおり

ます。 

 また、昨年６月２５日には、１市３町で

総数４４６名により網走川一斉清掃を実施

しており、本町では３０名に参加いただ

き、２００キログラムのごみを回収してお

ります。 

 以上、御説明しましたので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番橋本博之さ

ん。 

○１１番（橋本博之君） 回答の中で尐し

わからないところがあるのですけれども、

これは新規の事業ということですが、この

網走川流域の会というのは、平成２７年３

月に設立されていて、そのときに美幌町も

入っている状況なのでしょうか、この辺が

わからないのです。これは新規の事業とな

っているものですから、その兼ね合いにつ

いてお答えいただきたいと思います。 

 また、この流域の会の総額とか会の運営

状況はざっとは出ているのですけれども、

予算とか、どういう会なのかが見当つかな

いのです。例えば、会長、副会長は美幌の

方なのかとか、その辺が全然わからないも

のですから、概要をお示しいただきたいと

思います。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖之君） 会長は、網走

漁協組合の新谷様でございます。副会長は

美幌町の橋本様、津別町の山田様、大空町

の齋藤様、事務局長はＪＡ津別の岡本様で

ございます。 

 平成２７年３月３１日に設立した組織で

ございますが、平成２８年度は、各ＪＡと

漁協で負担金１万円のみで実施しておりま

した。今回、新たに事業をするということ

で、１市３町の自治体にも負担金の要請が

あったところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（大原 昇君） １１番橋本博之さ

ん。 

○１１番（橋本博之君） わかりました。

今年度から、この１３団体でこの会を運営

したいということですね。 

 この事業内容を見てみますと、町それぞ

れが事業を持っているように見受けられる

のですが、そこはどうなっているのでしょ

うか。 

 総額をお答えいただいて、事業内容のこ

とについてお示しいただきたいと思いま

す。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖之君） 平成２９年度

の予算の総額は１６２万５,０００円になり

ます。 
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 学習内容でございますが、出前授業につ

きましては、サケの一生、シジミの生態、

ジャガイモについて、乳製品ができるまで

を、１市３町の各市町村の小学校で選んで

授業をすることになります。 

 それから、環境学習授業につきまして

は、１市３町の児童と親ですけれども、７

月から始めて１０月ぐらいまで同じ人が、

津別町から始まって網走市まで授業を開催

していくということで、ことし行った授業

としましては、初めに、津別町で「津別町

ノンノの森で探検隊！！川の始まりを探そ

う！」、美幌町では「駒生川の生き物を探

そう！」、大空町では「酪農と農業を体験

しよう！」、最後に網走市では「網走川の

サケを見に行こう！」を学習しておりま

す。 

 以上でございます。よろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １０番吉住博幸さん。 

○１０番（吉住博幸君） 同じ内容です。

事業内容の活動内容をお聞かせ願いたいの

は、せっかく１３団体等が結集してなされ

るということで、その地域なりの考え方も

あるかもしれませんが、せっかくこういう

いい内容があるのであれば、例えば大空町

でやるものに対して美幌町民にも声をかけ

ていただけないものなのでしょうか。 

 例えば、道でやっている交流の関係もあ

ると思いますが、そういうものもかなり広

範囲に声をかけて事業をこなしているよう

なところがあります。そういう意味では、

せっかく一つの団体になってやっているこ

とですから、広範囲の活動ということは考

えていないのでしょうか。 

 こういうことをやりたいというのはわか

りましたが、広範囲に呼びかけはしないも

のなのですかという質問です。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） ただいまの会

全体の事業ということでございますが、会

全体の取り組みとしましては、農政主幹の

ほうから御答弁申し上げました、全体での

網走川の一斉清掃、さらには、毎年の総会

のときにシンポジウム等がございます。さ

らに、子供たちを対象とした事業としまし

て、出前授業等がありますけれども、こと

し行った事業では、１市３町の子供が一緒

に参加する事業等もございます。そういっ

た意味からも、子供たちの交流を深めて環

境教育等に力を注いでまいりたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） 私がお聞きした

いのは、各市町単位でやることもいいので

すけれども、例えば、津別町でやる催し物

に対しても、大空町でやるものに対して

も、広範囲に美幌の人も参加できるような

ものはないのですかと聞いたのです。そう

いうものがないのなら仕方ないのですけれ

ども、一つの団体になったということで、

広範囲において環境や文化も含めて御理解

いただきたいというのが趣旨だとするなら

ば、各町村から農業団体も森林組合も入っ

ているわけですから、その団体の守備範囲

内で、対象者は一律に、尐なくともそれぞ

れ所属されている地域を全て網羅した参加

の御案内があってもいいのではないかとい

うことをお聞きしたかったのです。 

 例えば森林組合にしても美幌の人たちに

しかお呼びをかけないものなのか、広範囲

に声をかけない催し物なのかということで

す。 

 それから、全部で１６２万円ということ

で、この割合について、今回、美幌町は５

万円となっておりますが、どういうお金の

集め方をしているのか、支障がなければ御

紹介願えればありがたいと思っています。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 先ほどの事業

のよその市町村からということでございま
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すが、この事業の中で学校の授業等を利用

している部分がございます。この分につき

ましては、それぞれの学校の通常の授業と

いうことで御理解いただければと思いま

す。 

 また、広域的な事業につきましては、流

域学習ということで、津別、美幌、大空、

網走といったそれぞれの市町にお住まいの

小学生に御案内していますので、そういう

観点から広域的な取り組みをさせていただ

いているところです。 

 それから、負担金の割合でございますけ

れども、一律５万円を１３団体から求める

ものでございます。 

 このほか、財団等の補助事業も活用して

おりますので、そちらからの助成金等も活

用している状況です。よろしくお願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ６番戸澤義典さん。 

○６番（戸澤義典君） １３９ページにな

ります。 

 農業振興費のうち、気象情報配信業務委

託料４０１万８,０００円の内容について説

明をお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖之君） 気象情報配信

業務委託料でございますが、ＭＩＣＯＳの

名称で提供している気象情報の配信業務

で、委託先は、一般財団法人日本気象協会

で、２分の１をＪＡ美幌が負担するもので

ございます。 

 配信業務内容は、インターネット及び携

帯電話による町内６カ所と気象庁設置１カ

所の気象情報配信業務委託料で、美幌町の

短期・長期の天気予報、気象庁の１カ月及

び３カ月の予報、観測地点ごとの６時間先

までの１時間単位の予測を提供するもので

す。 

 また、観測機器を町内７カ所（気象庁１

カ所を含む）に設置していることから、地

区ごとにきめ細かな予報ができることか

ら、営農活動においても有効に活用されて

おり、一般町民の方も含め、広く活用され

ております。 

 次に、アメダス、マメダスの過去の気象

情報ですが、アメダス美幌（気象庁設置）

は、気温、降水量、風向・風速、日照時間

の過去の情報が見られます。 

 マメダス美幌は、気象、地温、湿度、降

水量、風向・風速、日照時間、積雪深の過

去の状況が見られます。 

 積雪深につきましては、マメダス昭野の

みとなっております。 

 天気図ですが、地上天気図として、３

時、９時、１５時、２１時の実況及び２４

時間、４８時間先の予想ができます。 

 観測地点は７カ所で、さきに配布してい

るとおりでございます。 

 それと、アメダス、マメダスを合わせた

ＭＩＣＯＳとしての利用状況ですが、これ

もさきにお配りしているとおりとなってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。 

○６番（戸澤義典君） 内容については理

解いたしました。 

 これを利用するには、携帯電話等々で天

気予報のアプリを開いたらいろいろな情報

が出てくると思うのですけれども、ＭＩＣ

ＯＳを利用するには特段の利用方法がある

のでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖之君） 利用方法は特

段ありません。町のホームページから誰で

も入っていけるようになっております。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １０番吉住博幸さん。 

○１０番（吉住博幸君） １３９ページ土

壌病害虫侵入防止対策事業負担金につい

て、看板１５枚分のほかに事務経費の負担

割合等をまずお教え願いたいと存じます。 



 

－ 267 － 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖之君） 土壌病害虫侵

入防止対策事業負担でございますが、昨年

に引き続き、交通量の多い道路に隣接する

圃場に４カ国語表記と絵文字による立入禁

止看板を設置し、本町における外部からの

土壌病害虫の侵入を未然に防止するもので

す。 

 看板を増設する理由としましては、昨年

の網走市におけるジャガイモシロシストセ

ンチュウの発生や、今年度、コムギなまぐ

さ黒穂病が近隣の圃場で多く発生するな

ど、毎年のように新たな土壌病害虫の侵入

が近隣で見られることから、早期に立入禁

止看板を設置するものでございます。 

 看板規格につきましては、日本語、英

語、韓国語、中国語、絵文字表記となりま

す。 

 大きさにつきましては、横１８０セン

チ、縦９０センチ、高さ１７０センチのア

ルミの支柱でございます。 

 金額につきましては、１基１８万円の１

５基で、１６２万円でございます。これは

設置費用も含まれております。 

 次に費用の負担ですが、町２分の１、Ｊ

Ａ２分の１で８１万円ずつでございます。 

 看板作成に伴う発注業務などの事務はＪ

Ａ美幌において行うものであり、その費用

については町の負担はございません。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） それをするのは

いいことだと思うのですけれども、その効

果という意味でいささかお聞きしておきた

いと存じます。 

 交通量の多い圃場に立てたいという思い

はわかるのですけれども、昨年からやって

いることですから、交通量の多い圃場とい

ったら、かなり美幌町内にもあるかと思っ

ていますし、圃場の持ち主、簡単に言えば

農家さんも数多くいらっしゃると思うので

す。そういう意味では、この趣旨に決して

反対するものではないのですが、効果があ

るのかと思っています。 

 もう一点は、４カ国語、さらに絵文字ま

でということは、侵入する人は外国人観光

客もいるのだろうということは十分わかる

のですが、もし病気を防ぎたいとするなら

ば、各圃場に立てたほうがよろしいのでは

ないかと思います。 

 そういう意味では、昨年に引き続きのこ

とだとは思いますが、その対応策という意

味で、どういう研究をなさっているかとい

う観点でお聞かせいただけるものがあれ

ば、お教え願いたいと存じます。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖之君） 結果の検証が

なかなかできない状況でありますが、看板

を立てて、観光客の圃場への侵入を防止す

るということでございますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） 最後に、もちろ

ん看板等もそれなりの役目はあるのかと思

いますけれども、圃場に対して侵入という

ことになれば、あわせて、ほかのことも考

えていかなければいけないのではないかと

思いますので、今後研究なさるように御指

摘させていただいて、終わらせていただき

ます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ３番新鞍峯雄さん。 

○３番（新鞍峯雄君） １４１ページの農

業振興費の中の農作物鳥獣被害対策事業、

補助金２４５万８,０００円の中で、エゾシ

カの駆除数、農林業の被害額をお示しいた

だきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖之君） エゾシカの駆

除数、農業被害額につきましては、提出し

ている資料に平成５年度から記載しており
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ますので、そちらをごらんいただければと

思います。 

 有害期間は４月から９月でございます

が、エゾシカの駆除につきましては、美幌

町鳥獣被害対策実施隊員（猟友会）が実施

しているところでありますが、平成２５年

度から国の補助事業、鳥獣被害防止緊急捕

獲活動支援事業補助金で上乗せして奨励金

を支給していることもあり、駆除頭数が増

加しております。 

 次に、エゾシカによる農業被害額につき

ましては、１億円以上の被害が発生してお

りましたが、平成１２年度から１４年度の

３カ年で防護柵を設置したことにより、大

幅に減尐しております。 

 近年は、未接続部分からの侵入や防護柵

内に残っていたエゾシカが繁殖し、個体数

が増加したため、５,０００万円前後で推移

しておりますが、平成２８年度につきまし

ては、４,０２７万円の見込みでございま

す。 

 また、林業被害額につきましては、道有

林での被害面積のみを道で公表しておりま

すが、被害額については公表しておりませ

ん。 

 道有林の被害面積につきましては、平成

２４年度０.０１ヘクタール、２５年度０.

５８ヘクタール、２６年度０.１１ヘクター

ル、２７年度０.１３ヘクタールとなってお

ります。 

 次に、美幌町鳥獣被害対策実施隊員の年

齢構成でございますが、２０代１名、３０

代４名、４０代２名、５０代１５名、６０

代９名、７０代４名、８０代１名で３６名

の構成となっております。 

 猟友会会員の全道平均年齢は５８.５歳、

オホーツク管内平均年齢は５６.８歳で、本

町の鳥獣被害対策実施隊員の平均年齢は５

７.６歳となっておりますが、平成２６年度

には３０代の方が１名、平成２７年度には

５０代前半の方が１名、平成２８年度には

２０代と３０代の方がそれぞれ１名、実施

隊員として参加いただいております。 

 高齢化問題につきましては、猟友会と意

見交換しており、その中で実施隊員の加入

についてお願いをしているところです。 

 その結果として、近年、若い方に実施隊

員に加入していただいたと考えておりま

す。 

 高齢化等問題に関する取り組みは、特段

予算には反映しておりません。 

 以上でございます。よろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 何点か質問をさせ

ていただきます。 

 猟友会への手当というのはどのくらい出

るのかということと、駆除は年中休まずさ

れているのかということと、次のページの

被害状況で、平成５年から２８年度まで、

二十五、六年間のものが出ています。これ

を見ますと、一時は被害額が２,０００万円

台に減っていますが、２７年、２８年は駆

除頭数が６００頭とふえているのに、被害

額が余り変わりません。要するに、個体数

がふえているという状況がよくわかるわけ

です。 

 たまたま、きのうの６時からのテレビ

で、根室振興局の統計によると、エゾシカ

被害について７年連続で６億円の被害が出

ているという数字を見ました。オホーツク

管内全体では幾らの被害が出ているかとい

う点についてお伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖之君） 実施隊につい

ての出動報酬でございますが、町では実施

隊に３回依頼しておりまして、１日につき

５,６００円でございます。 

 期間は、有害期間といたしまして、４月

から９月までとなっております。 

 管内の被害額については把握しておりま

せん。 

 以上でございます。 
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○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 今、新鞍議員の

質問で年齢構成まで答えていただきまし

た。年齢構成が大事だというのは、エゾシ

カは駆除頭数がここ３年ばかり上がってい

ますけれども、私は、今、熊の被害が出

て、即戦力で集まっていただける方がそう

いうときにどれくらいいるのかと考えてい

まして、平均的に年齢構成も非常にいいほ

うだと理解しています。 

 ただ、今は、全国的になり手が尐ないと

言われていますし、問題視されています

が、美幌の場合は自衛隊の退職者の方がい

ます。そういう方をうまく取り込んでいっ

たらどうかと思っています。ここのところ

で聞くのが適当かどうかわかりませんけれ

ども、例えば新しく入ってきていただいて

いる方に若い自衛隊退職者の方がいるのか

どうかということをお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） まず初めに、

先ほど新鞍議員から管内のというお尋ねで

ございましたけれども、今、管内的な数値

を手元に持ち合わせていないということで

すので、御理解いただければと思います。 

 ２点目の即対応いただける方は何人くら

い猟友会でいらっしゃるのかということで

すが、何かあったら常に三、四人は駆けつ

けていただける体制になっております。 

 また、新規の会員の関係ですけれども、

こちらも非常に課題となっておりますの

で、猟友会の会員の内部でも、常々顔を合

わせて意見交換等をする中でお願いしてい

るところであります。 

 しかし、猟友会というのは猟を伴います

ので、誰でも彼でもというわけにはなかな

かいきませんので、その辺を踏まえて勧誘

等をお願いしている状況です。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 誰でも彼でもと

いうことは、私も知っている人がいるもの

ですからわかっています。登録している

と、それなりに大変だということもわかっ

ていますので、その辺のところをクリアで

きることがあったり、先ほど言いましたよ

うに、自衛隊の方は若くして退職されます

ので、そういう方をうまくつないでいく

と、かなり活躍していただけるのではない

かということをここでお伝えしたいと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １０番吉住博幸さん。 

○１０番（吉住博幸君） １４３ページ優

良肉用牛導入推進事業補助金１４５万円

で、昨年より２０万円ほど伸びていること

について、実績と新年度の予定をもう尐し

詳しくお教え願いたいと存じます。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖之君） ２０万円の増

額と実績でございますが、本町における優

良黒毛和種繁殖牛群の形成を促進するた

め、優良肉用牛導入推進事業として補助を

しているところです。 

 補助金の２０万円増額ですが、近年、和

牛繁殖素牛価格の高騰が続いており、平成

２７年度の平均購入価格が６４万円で、今

年度の平均購入価格は８３万円と約２０万

円上昇していることから、その２分の１の

１０万について助成上限額を増額して、市

場価格の高い優良な血統の牛群整備を図

り、本町の肉用牛振興を図るものでござい

ます。 

 平成２８年度は６２万５,０００円に対し

２分の１を町とＪＡで補助、補助頭数８頭

で１２５万円、平成２９年度は７２万５,０

００円に対し２分の１を町とＪＡで補助、

補助頭数８頭で１４５万円ということで、

２０万円増額することになります。 

 また、この平成２７年度から頭数を１０

頭から８頭へ変更しておりますが、平成２
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８年度は助成上限額６２万５,０００円に対

して、上限額を下回り購入した牛もおりま

したが、８頭購入しております。 

 平成２８年度は、導入した牛は全て８頭

でございますが、７２万５,０００円を超え

ております。 

 以上、御説明しましたので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） 長くこの事業が

あるのは承知しているのですが、もしかし

たら私はずっと勘違いしているところがあ

るかもしれませんので、そのときは勘違い

しているという御指摘を願いたいと思いま

す。 

 繁殖牛の形成を図りたいという言葉を言

ったら、もしかしたらこの購入している牛

というのは、近い将来、種牛になり得ると

思っているのです。私の発想で言えば、毎

年やっていることですけれども、相当の親

牛がいるというような思いがしてならない

のですが、そこら辺について、根本的に私

の勘違いがあったらお教え願いたいと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖之君） 繁殖素牛とい

うことで、雌の１２カ月未満の牛を買って

きて、種をつけて優良な血統として雄牛が

生まれた場合には販売し、雌牛が生まれた

場合は優良な血統の雌牛となりますので、

自家保留しているということでございま

す。 

 今、資料を忘れて大変申しわけございま

せんが、導入した牛がふえてはいるのです

が、何歳まで産めるかということもござい

まして、順次更新されているという状況で

ございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） では、相当私の

ほうが勘違いしていたということで、反省

点もあろうかと思います。 

 ただ、１回きりの活用という意味で、活

用という言葉は悪いと思うのですが、そこ

ら辺をもう尐し今後のことも含めた場合、

考えていかなければいけないのではないか

と思うのです。 

 ただし、実際、この８頭はどこの畜産業

をやっているところに所属するのか、件数

でいいですから、どこそこのという細かい

話は別として、例えば平均２頭ずつ購入す

ることになるのか、そこら辺を教えてくだ

さい。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖之君） ８頭の購入で

ございますが、この助成事業を導入してい

る生産農家が１６戸でございます。２年に

１度の割合で、生産者によって違いはあり

ますが、利用されている状況でございま

す。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １１番橋本博之さん。 

○１１番（橋本博之君） 同じく１４３ペ

ージ、畜産業費、牧野管理運営事業、修繕

料６４４万５,０００円についてですが、４

月１日以降のワタミ牧場との契約内容及び

費用負担ついてお示しいただきたいと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖之君） 牧野管理運営

事業、修繕料でございますが、初めに牧場

の修繕料の内訳につきましては、家畜運搬

車の車検に係る経費２０万７,１２８円、ロ

ータリー除雪車の車検に係る経費８２万５,

９２０円、峠牧場浄水場タービンポンプ修

繕に係る経費４０万９,３２０円、峠牧場監

視舎前法面修繕に係る経費３８２万９,８１

０円、高圧電線路設備修繕に係る経費９７

万２,０００円、峠牧場施設一般修繕に係る

経費２０万円の合計６４４万４,１７８円と

なります。 
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 家畜運搬車車検に係る経費は、有限会社

ワタミファームより歳入で受けます。 

 峠牧場浄水場タービン修繕は、平成２２

年度に地域農業水利施設ストックマネジメ

ント事業で導入した浄水場に設置している

２台のうちの１台で、経年务化したことに

よる修繕で、平成２８年度から継続です。 

 峠牧場看視舎前法面修繕は、昨年８月の

台風及び９月の低気圧の影響による大雤で

崩落したものを修繕するものです。 

 高圧電線路設備修繕は、平成２９年度か

ら電気保安協会へ委託するに当たり、峠牧

場の電気設備について高圧電線路の不備を

修繕するものです。 

 次に、契約内容及び費用負担についてで

すが、基本合意書及び事業用定期借地権設

定契約条項（公正証書作成）につきまして

は、昨年１１月開催の全員協議会で御説明

させていただいた内容と大きく変更はな

く、基本合意では、町は牧場運営に係る経

費の負担は行わないものとすることとして

おり、また、事業用定期借地権設定契約条

項では、本契約が終了したときは、本件土

地上の存する本件建物等その他一切の工作

物を、乙（有限会社ワタミファーム）の責

任と負担において撤去し、本件土地を整地

して引き渡し時の原状に回復した上、甲

（美幌町）に返還しなければならないとし

ております。 

 この内容については、両者合意してお

り、また、ワタミ株式会社が保証人になる

ことも合意しております。 

 今年度を含めた修繕のあり方についてで

すが、牧場運営に係る経費や無償貸し付け

している財産については、有限会社ワタミ

ファームが負担し、国道から牧場入り口ま

での道路については町道ですので町の責任

で、水道施設については、平成２１年度か

ら２３年度にかけて、町が補助事業を活用

して整備した施設なので、町が責任を持つ

べき財産と考えております。また、自然災

害など、相手に全く責任のないものについ

ては、同様に町の責任と考えております。 

 ただし、経費の負担割合については、そ

の時々の原因、使用状況により、事情が異

なることから、そのほか想定されない経費

とともに、その都度、お互いが誠意を持っ

て解決していきたいと考えており、予算措

置が必要なものは議会と協議させていただ

きながら進めさせていただきたいと考えて

おります。 

 以上、御説明しましたので、よろしくお

願いします。 

○議長（大原 昇君） １１番橋本博之さ

ん。 

○１１番（橋本博之君） 当初、私は４月

１日以降は、町としてこの峠牧場に対し

て、もうお金はかからないものだと思って

おりました。中でも、浄水場に係る経費と

か道路の経費については、今後とも持たな

ければならないという話は聞いておりまし

たので、それ以下の部分については、町は

牧場の運営にかかわる経費負担は行わない

という説明があったものですから、もう一

切かからないのだろうと思っておりまし

た。 

 しかしながら、今回、６００万円もの経

費が上がってまいりました。中でも、ロー

タリー除雪車の車検に係る経費とか、高圧

電線路設備修繕に係る経費とか峠牧場施設

一般修繕に係る経費は、牧場運営にかかわ

る経費の一部ではないかと私は思うので

す。これから３４年にもわたる契約なの

で、しっかり町がやらなければならないこ

と、また、牧場を経営していただくワタミ

がやらなければならない部分ついて、いま

一度、はっきりさせていただきたいと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） ただいま農政

主幹から御説明申し上げました修繕の関係

でございますけれども、１点目のロータリ

ー除雪車は、美幌峠牧場として購入したも

のであり、こちらは町道の除雪に活用する
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ということで車検をとるものであります。 

 また、現在、今の段階では、冬場は牧場

を閉鎖しておりますので、町道の除雪に利

活用している状況にあります。 

 次の高圧電線の線路設備修繕でございま

すけれども、今まで電気保安につきまして

は、町の職員が直営でやっておりました。

これを、今後、電気保安協会に外部委託す

るに当たって、それまで不備なところがあ

りましたので、それを整備した上で委託す

るという趣旨でございます。 

 また、峠牧場施設の一般修繕につきまし

ては、牧場内の敷地、例えば預託する部分

とか共用部分等がございますので、こうい

った部分の小破修繕ということで予算措置

させていただいているところであります。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １１番橋本博之さ

ん。 

○１１番（橋本博之君） 大体そのような

答えが返ってくるのではないかと想像はし

ておりました。それならば、のり面の崩壊

の部分とか電気設備に係る部分は、平成２

８年度に補正をした中で、新たに４月１日

から貸すべきではなかったのかと思うので

す。なぜ、来年度、２９年度にやるのかと

いう点が私にはわかりませんでした。 

 それから、ロータリー除雪車の車検に係

る経費につきましても、当初、経済部は、

外部委託で農家にやっていただいているの

と同じような形式でやりたいという説明だ

ったと思うのです。それが、除雪車を貸し

出して、その上に車検もとってやるという

ことになりますと、これから三十何年間ず

っと同じような形でやるようなことになる

のか、また、そのロータリー車がなくなっ

たら新しく買って預けるのか、そういう問

題も出てくのではないかと思うのです。 

 ２回ですからこれで終わらせていただき

ますけれども、きちんと今のうちに仕分け

をしておくべきではないかと思います。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 初めに、のり

面と電気の関係は平成２８年度で措置すべ

きという御指摘でございますけれども、こ

ちらにつきましては、美幌峠牧場は降雪時

期が非常に早いということもありまして、

新年度にさせていただきたいということで

御理解いただければと思います。 

 また、ロータリー除雪車でございますけ

れども、基本的な考えとしましては、町道

の除排雪をワタミファームに対して委託を

するものと考えております。 

 そこで、ワタミファームに対してロータ

リーの車両を貸与した上で、この車両を活

用して除雪をするという考えでいる状況で

す。 

 壊れた後の更新等につきましては、今の

時点では全くの白紙の状態です。ただ、一

般的な考え方で言いますと、運送会社等に

除雪をお願いしている場合は、各社で車両

を用意していただいている状況になります

ので、そちらの選択肢にもなるかと考えて

おります。よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） そのほかにありま

せんか。 

 １０番吉住博幸さん。 

○１０番（吉住博幸君） １４３ページ

の、今、橋本議員が聞いた内容の牧野管理

運営事業修繕費のことについてお聞かせ願

いたいと存じます。 

 内容的には同じことですが、先に尐し苦

言を言わせてもらうと、正直に言って、橋

本議員がさきに聞いた内容と同じような意

味合いで、私もびっくりしています。だか

ら、ワタミとどこまで話し合いがついてい

るかという質疑に対し、まだ決まっていま

せんという説明の中で、議会側として賛同

というのは、そこの経過もそのとおりです

けれども―一つだけ確認します。このほ

かに出てくるものはありませんか。 

 趣旨としては、自然災害はワタミの責任

ではないというように先ほど説明されてい
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ますが、大きく言って、美幌町が今後も含

めて、道路管理という意味合いも込めて、

これらの説明、のり面の話も出てきまし

た。こういう考え方以外に出てくるものは

ございませんか。 

 まず、そこから確認しておきたい。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） １回目の答弁

でもありますように、道路、橋梁、トンネ

ル、水道といったインフラ的なものにつき

ましては、それぞれ道路管理者なり、施設

の管理者、所有者である町が負担すべき経

費であると考えております。しかしなが

ら、水道施設でありますと、使っている原

因とか、預託している牛の数とか、それぞ

れの事情によって異なってくるということ

が考えられます。そういうこともあって、

相手方と協議していく中では、きちんと細

かいところまで決めることによって、それ

が足かせになるのではないかというような

懸念もありました。 

 そういったことも踏まえて、これらに加

えて想定されない経費があるかと思いま

す。この４年間やってきた中である程度発

生する経費は見えている状況ですけれど

も、それでもなおかつ見えない経費等が生

じた場合は、その都度、お互いに誠意を持

って解決していきましょうということで話

をさせていただいている状況です。 

 また、その実施に当たりましては、当

然、予算措置も絡んできますので、議会の

皆様にきちんと御相談させていただいた上

で判断していきたいと考えておりますの

で、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） もうワタミさん

に貸すということは決まっていることです

けれども、こういうものに対応するにして

も、先ほど橋本議員が指摘されたように、

今、平成２９年度の新年度予算ですけれど

も、車検と言っても、例えば８月に車検が

切れるから書きかえるという事情が発生し

たとするにしても、私は現状のままでお貸

しするのだと思っていました。例えば、貸

与という言葉を使った車両においても、そ

この責任範囲という意味では、多尐の修理

代は自分で持つだとか車検代を持つのだと

いう取り決めもできるはずなのです。それ

が、今言ったように、相手の足かせになっ

たら困るからと小出しにされたら、どこま

で経費がかさんでいくのかということが本

来的な心配事だということを御指摘させて

いただきます。 

 この項目は今回出されましたから承知し

ておきますが、一回一回不安になるような

ことではなくて、予想されることも含めて

きっちり話し合うことが大事です。先ほど

部長がおっしゃったように、予想もし得な

いことが発生したというのは、もちろん聞

く耳を持たなければいけないと思いますけ

れども、そのことも逆に視野に入れて話を

進めることが交渉事だということは承知し

ておいてください。 

 これでやめます。 

○議長（大原 昇君） 暫時休憩します。 

 再開は１４時１０分といたします。 

午後 ２時０２分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 ２時１０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 引き続き、平成２９年度美幌町一般会計

予算についての質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １１番橋本博之さん。 

○１１番（橋本博之君） １４３ページの

下段、畜産業費、牧野管理運営事業の施設

等借上料３１万２,０００円についてです

が、事業内容の説明をお願いします。 

○議長（大原 昇君） 農政主幹。 

○農政主幹（渡辺靖之君） 牧野管理運営

事業、施設等借上料の御説明でございま

す。 
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 施設管理借上料ですが、平成２７年４月

に閉鎖を意思決定した栄森牧場の道有林借

上料３０万３,１１２円と、林道から牧場ま

での取付道路借上料８,０００円でございま

す。 

 旧牧場用地につきましては、所有者であ

ります北海道に対して払い下げの希望を示

しているところですが、北海道において検

討に時間を要していることから、引き続き

借地している状況でございます。 

 なお、今年度より４万２,０００円の減額

につきましては、北海道が天然更新して山

に戻っている面積を考慮して借上料が４万

２,０００円の減額となっております。 

 以上、御説明しましたので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番橋本博之さ

ん。 

○１１番（橋本博之君） 全然使っていな

かった栄森牧場、今年度で３年目、大体１

００万円ぐらい無駄なお金を使ってしまっ

たということになります。これも、相手あ

ってのことですので、こちらの言い分ばか

りというわけにもいかないとは思います

が、あそこの土地は９９ヘクタールくらい

あったかと思うので、あそこを道から払い

下げしてもらえれば最良だなと思っていま

す。裸山でしたら、１反１万円だとしたら

１,０００万円ぐらいが相場かと思っている

のですけれども、こんなに簡単に１００万

円を払ってしまったのですから、ぼやぼや

していると、借地料がどんどんふえていき

ますから、安く払い下げてもらっても高い

結果になってしまいます。 

 決定を急いでいただくためにも、何とか

今年度中に解決していただきたいというこ

とで質問をさせていただきました。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 御指摘のとお

り、私どもも常々そういうことは認識して

おり、出札したときには、北海道のほうに

寄ってお願いしている状況であります。今

後も引き続き努力していきたいと思います

ので、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ７番早瀨仁志さん。 

○７番（早瀨仁志君） １４５ページの農

地費でございます。 

 多面的機能支払事業補助金の１億３,８３

１万３,０００円の事業の内容と組織のあり

方について御説明いただきたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊成博次君） 多面的機

能支払事業でございますけれども、平成２

８年度まで４組織の中で活動を行ってきた

ところでございますが、そのうち３組織が

事業期間の完了となったところでございま

す。 

 平成２９年度から既存の３地区を、２８

年から実施しています美幌広域協定運営委

員会に統合しまして、全町一円で共同作業

を実施する体制をとるところでございま

す。 

 活動の内容といたしまして、農地維持支

払いは、農業用排水路の草刈り、土砂上

げ、農地保全、農道の砂利敷き等が対象と

なっております。 

 資源向上支払いにつきましては、施設の

軽微な修繕、鳥獣害防止柵の修繕、景観形

成のための植栽等が対象となっているとこ

ろでございます。 

 この事業内容につきましては、この組織

の運営委員会の役員会で決定することとな

っております。 

 対象の農用地面積でございますけれど

も、農地維持支払い、資源向上支払いとも

９６万４,０３６アールでございます。 

 今回、昨年に対して増額となった理由で

ございますけれども、本年度から全町一円

で実施することに当たりまして、既存地区

３地区の受益面積の増と美幌広域協定運営
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委員会の受益面積の見直しによりまして面

積がふえたものでございます。 

 この補助金につきましては、受益面積に

対して補助をされることでございまして、

受益面積が変われば補助金も変わるという

ことでございます。 

○議長（大原 昇君） ７番早瀨仁志さ

ん。 

○７番（早瀨仁志君） 事業内容について

はわかりましたけれども、それぞれ既存の

組織があって、平成２８年度で終わって統

合されたということですが、その組織に統

合されて同じ内容で活動をしているという

ことでよろしいのでしょうか。 

 資源向上支払いということで、シカ防止

柵の関係もこの中に入っているように書い

てあるのですけれども、以前は別のところ

で対策を講じていたと考えていますが、そ

の予算は結果的にこちらのほうに入ってい

るということでいいのでしょうか。 

 それから、以前は道路の草刈り等で使っ

ていた器具等の購入に当たっての助成も入

っていた気がするのですけれども、現在は

そういった助成もこの対象になっているの

かということをお聞きしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊成博次君） まず一つ

ですけれども、既存の３地区につきまして

は、このままこの組織に移行されて同じよ

うな活動を実施することとなっておりま

す。 

 続いて、シカ柵についてですけれども、

今までシカ柵協議会で実施していましたけ

れども、この多面的機能支払事業でも実施

できるということで、今回、この組織から

交付しております。 

 それと、草刈機でございますけれども、

以前と同じように、あくまでも借り上げと

いうことで実施をしております。 

 以上でございます。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） ただいまのシ

カ柵の関係でございますが、シカ柵の柵自

体の維持補修等につきましては、今、耕地

林務主幹のほうから申したとおりでござい

ます。 

 また、この補助金につきましては、シカ

柵本体の固定資産税相当額を協議会に対し

て助成させていただいており、これにつき

ましては、ことしも５５万７,０００円計上

させていただいているところであります。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番早瀨仁志さ

ん。 

○７番（早瀨仁志君） 受益面積がふえた

ということでそれぞれ予算が大きくなって

いるのですけれども、これは各戸に活動費

として助成されているお金が当たると思う

のですが、これはおのおのに当たるのか、

それともこの組織全体に当たって配分する

という方法になっているのかをお聞きした

いと思います。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊成博次君） ただいま

の質問でございますけれども、機械などは

組織のほうで支払う形になります。ただ、

草刈り等の受益者農家さんについては日当

として個人に支払いをしております。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ５番稲垣淳一さん。 

○５番（稲垣淳一君） 予算書１４５ペー

ジ、みどりの村管理費についてお尋ねいた

します。 

 維持管理事業費が昨年と比べて５０３万

３,０００円の減になっておりますが、その

理由についてお示しください。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） お尋ねのみど

りの村維持管理事業費の関係でございます

が、当初予算ベースの増減額は、平成２８

年度の３,６３５万３,０００円に対しまし

て、平成２９年度は３,１３２万円と５０３

万３,０００円の減であります。 
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 この減の主な内訳ですが、昨年実施しま

した案内看板の撤去、作成が事業完了によ

って１０１万７,０００円、各種イベントや

講習会などの公益事業負担金が事業内容の

見直しにより６８万円ということで、具体

的に言いますと、今まで直営でやっていた

ものをボランティアの外部講師にお願いし

たとか、事業内容、イベントの内容を見直

しして経費の節減を図った等によるもので

あります。そして、一番大きいのが、公社

職員の人件費であります管理運営費負担金

でして、こちらは２９６万８,０００円の減

です。 

 この大きな要因としましては、平成２８

年度当初予算のときと比較して９名の職員

数には変更ありません。しかしながら、内

訳では、正職員が１名増、退職により契約

職員が２名減、嘱託職員であった事務局長

をパート化することによって、パート職員

が１名増と、職種別の内訳が変更になった

ことによる人件費総額の減によるもので

す。 

 みどりの村振興公社が施設の指定管理を

受託するといった管理のあり方には変更ご

ざいません。今後におきましても、管理運

営に支障を来たすことがないよう、さらに

は利用者サービスの低下が生じないよう、

役職員が協力して効率的な業務の推進に努

めてまいりますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。 

○５番（稲垣淳一君） 近年、それぞれの

季節によって、イルミネーションとか、グ

リーンビレッジでのコンサートとか、いろ

いろと工夫されて町民を楽しませてくれて

いるなと実感しているところでございま

す。 

 特に大きな減額理由としては、嘱託職員

からパート化にしたということで理解しま

すが、嘱託職員とパート職員の大きな差異

というのはどういうことでしょうか。事務

局長というのはその現場の責任ある立場で

あると理解するのですが、その差異をお示

しください。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 事務局長であ

りますが、嘱託職員として月額２０万６,６

００円支給しておりました。こちらを新年

度からはパート化するということで、時間

給になります。１日３時間から４時間程度

勤務していただくということで、時間給で

１,２５１円ですから、こちらの賃金の差が

嘱託のときの約３０７万円から、パート化

することによって９４万円となったので、

約２１０万円の減となります。 

 また、みどりの村振興公社は、シフト制

の勤務になっておりますので、毎日全ての

職員が出勤しているわけではございませ

ん。そういったこともありまして、管理監

督する立場として主査と事務局長が今まで

はおりましたが、組織の機能を強化すると

いうことも踏まえて、１名を正職員化して

対応していきたいと思っております。 

 また、パート化することによって管理監

督の機能等が損なわれないように、私は常

務理事も兼ねておりますので、今まで以上

に積極的に関与しながら、業務のスムーズ

な進行に努めてまいりたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。 

○５番（稲垣淳一君） いろいろと考えた

末の対応だということは一定の理解をする

のですが、人の働くモチベーションが低下

しないのかどうかということが非常に心配

なところなので、部長にはより頑張ってい

ただきたいという期待をするところであり

ます。 

 みどりの村の施設周辺もかなり老朽化し

ているところがあると思いますが、特に、

ことしは大きな修繕、更新の予定はありま

せんか。最後にお尋ねします。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 
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○副町長（平井雄二君） 事務局長の話が

出ておりましたけれども、たまたま事務局

長は一身上の都合がありまして３月３１日

をもって退職となっております。今後の暫

定的な措置ということで、今までの局長に

パート職員として１日短時間の中でフォロ

ーに努めていただくということですが、こ

れはあくまでも暫定措置なので、今、嘱託

職員の人材を探しているところですが、適

材の方がなかなかいらっしゃらないという

ことです。そういうことで、暫定的に協力

をしてもらうという形をとらせていただく

ということなので、ずっとこういう体制で

いくということではございません。人材が

見つかり次第、また正常に戻してまいりた

いと思っております。 

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。 

○４番（上杉晃央君） 私は、前年と比較

しての運営体制ということを聞いていまし

たので、今の内容で大まかにはわかりまし

た。そこで、事務局長がパート化されて、

そのほかにはパート職員が１名増というこ

とです。時間的には三、四時間ぐらいで、

週５日間のフルタイムだとは思うのですけ

れども、事務局長の週の勤務日数が何日に

なるのかということと、新たにパート職員

を１名ふやすということですが、パート職

員の１日当たりの勤務時間や週の日数につ

いてもお尋ねしたいと思います。 

 それから、今、副町長は暫定措置だとお

っしゃっておりました。人材が見つかれ

ば、いわゆる常勤の事務局長を配置して運

営するということなのだろうと思います

が、当面の措置としては、新年度予算の１

年度限りで、１年の期間があるということ

ですから、平成３０年度に向けては常勤の

事務局長を配置するという考え方でよろし

いのかお尋ねします。 

 それから、常勤の事務局長がいなくなる

と、常務理事の矢萩部長がという話だった

と思うのですが、ここの実質的ないろいろ

な統括は誰が行うのかということについて

お尋ねしておきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 

○副町長（平井雄二君） 先ほどの稲垣議

員の質疑に答弁したとおりでございます。 

 暫定的に人材を確保するまで、今までの

事務局長にパートタイムでお願いをしたい

ということで、できるだけ早急に人材を探

したいと思っておりますが、今のところ、

めどがついておりませんので、こういう予

算の措置をさせていただきました。 

 もちろん、管理監督という面では非常に

重要なポストでありますので、今は暫定的

に常務理事がパート以外の部分については

管理監督をしている状態でありまして、こ

れは正常ではないので、解消をしてまいり

たいということで、もし１年以内に見つか

れば、そのときはまた御相談を申し上げた

いと思っております。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 先ほどのパー

トの人数の関係ですが、事務局長をパート

化にするものであり、そのほかに別に１名

を雇用するものではございません。平成２

８年度の当初予算の時点では、職員１名、

契約職員２名、嘱託職員６名の計９名でし

た。 

 平成２９年度の予算計上では、職員が２

名でプラス１、契約職員はゼロですのでマ

イナス２、嘱託職員につきましては、６か

ら７なのでプラス１、パートがゼロから１

でプラス１、総数の９名には変わりないと

いうことです。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） １４５ページの

みどりの村維持管理事業費のことについて

です。 

 同じ項目だったものですから、２人の議

員から質疑のあった延長上の話からも進め

ていきたいと思いますので、御理解いただ
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きたいと思います。 

 文字化されたものがここにありますけれ

ども、正職員が１名増について改めて聞き

ますが、この１名はどういうお立場でしょ

うか。私の勘違いもあるかもしれませんの

で、まず、そこをお聞きしておきたいと思

います。 

 当初予算というのは、ことしはこれでや

っていきたいという御提案だと思うので

す。今、お話を聞いたら、変わりますとい

う要素を含めた御提案だと受けとめたので

す。例えば、適正な人がいたら雇って、本

来は新年度に向かってもろもろあったけれ

ども、ことしはこれで基本的にやっていく

というのが当初予算ではないのですか。そ

ういう面では、たまたま大きいお金で要求

しておいて、まだ人材がいないから実質と

しては減ったという事実は残るかもしれな

いけれども、適正な人を雇うというのであ

れば、初めからその考えで持ってこなかっ

たらいけないのではないかというのが二つ

目です。 

 三つ目は、管理運営と言ったほうがいい

のでしょうか、どういう形がベストなのか

というのが全然見えないのです。過去を含

めて全然見えません。職員の人数を含めた

体制で、臨職を含めてです。ここの場合は

臨職を含めてという言葉を使わせていただ

きますが、それが全然明確ではないです。 

 そういうことでお聞かせ願いたいと思い

ますので、御答弁をよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 

○副町長（平井雄二君） 最初は嘱託職員

である事務局長の話だと思いますが、当初

予算で１年分を見てやるべきではないかと

いう御質問だと思いますけれども、現在、

人材が見込まれない状況にあります。 

 というのは、最初は、ことしの３月で町

職員の定年者というものも期待をしていた

ところですが、残念ながら、皆さんそれぞ

れ新たな職場が決まったという状況にあっ

て、それが困難でありました。もちろん、

それ以外にもいろいろと探したわけであり

ますけれども、ここの事務局長のポストに

ふさわしい人材がなかなか見つからないと

いうことで、今も見つかっていないという

ことです。 

 年度当初に人材を探すというのは非常に

難しい話ですし、特にここは重要なポスト

ですので、決して焦らず、じっくりといい

人材を探したいという御提案になっていま

す。当面は常務理事と今までの事務局長の

パートタイムで管理監督を何とかやり切れ

るという考えのもとの提案でありますの

で、御理解を願いたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 申しわけあり

ません。 

 先ほどの上杉議員に対する答弁で、職員

が２名、嘱託職員が７名、パートが１名の

計９名とお答えさせていただきましたけれ

ども、職員が２名、嘱託職員が６名、パー

トが１名の計９名ということで訂正させて

いただければと思います。 

 また、今回採用する正職員は何をするの

かというお尋ねでございますが、総務の関

係を担当してもらうことを予定しておりま

す。 

 また、管理運営の手法としては何がベス

トなのかということですけれども、公社

は、昭和６３年に設立以来、いろいろな人

員体制でやってきておりますが、ここ近

年、平成２４年以降は、今の８人ないし９

人の体制でやってきている状況です。ま

た、事業内容、その時々の事業のボリュー

ムとか施設のあり方等がございますけれど

も、この辺も経費節減とサービスの低下に

つながらないよう十分配慮しながら運営し

ていきたいと考えておりますので、よろし

くお願いします。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） 言葉尻をつかま
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えて申しわけないけれども、サービスの低

下がないとするならば、かかる経費は尐な

いほうがいいのです。まさしく矛盾に感じ

られる方もいらっしゃるかもしれないけれ

ども、我々が聞きたいのはそこら辺なので

す。こういうことを含めてやっていけるな

ら、私はやっていただきたいのです。経費

がかからないようにという意味です。 

 その差とは一体何なのか。常に注意しな

ければいけないのはこういうことだと思う

のです。工夫すればサービスも低下しない

でできるという意気込みがあるなら、ぜひ

そういう意識を持っていただきたいので

す。 

 尐し前に戻りますけれども、一例とし

て、民生部のことについても同じことを言

いたいのです。工夫することによって安価

で終わるのなら、町民に対する皆さんの能

力の発揮どころだと思います。これ以上し

ゃべると一般質問になりますので、その点

だけは御指摘して終わらせていただきま

す。 

○議長（大原 昇君） １項、農業費の質

疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、１項、農

業費を終わります。 

 次に、２項、林業費、１４６ページから

１５１ページまでの質疑を許します。 

 ６番戸澤義典さん。 

○６番（戸澤義典君） １４７ページ、林

業総務費の中の木製品開発業務委託料１０

０万円の予算計上について、内容の説明を

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊成博次君） 木製品開

発業務委託料でございますけれども、本町

が進めておりますＦＳＣ森林認証材を使用

した木製品の開発を行い、製品に付加価値

をつけるとともに、地材地消を促進するも

のでございます。 

 内容につきましては、町内の工芸社、こ

れはＣＯＣ認証取得者でございますけれど

も、そこに発注し、木製品開発を行っても

らうものでございます。 

 完成後の取り扱いについては、おもちゃ

であれば「きてらす」に配置したり、ふる

さと納税の返礼品等に使っていき、ＦＳＣ

認証材製品を全国に発信するとともに、美

幌町の特産として拡大を目指しているとこ

ろでございます。 

 積算の内訳でございますけれども、デザ

イン料としまして２０万円、原材料としま

して３０万円、技術料で５０万円としてお

ります。 

 また、平成２８年度の実績としまして、

１９品の開発をしたところでございます。 

 主なものは、事前に配付しております資

料のとおりでございます。 

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。 

○６番（戸澤義典君） ２点ほど確認させ

ていただきたいと思います。 

 この事業自体はいつから始まって、いつ

をめどに終わる予定なのかが１点目です。 

 ２点目は、ＦＳＣ認証材の普及を全国に

発信するということだったのですけれど

も、実際に製品化をして、それらを販売し

て、美幌のＰＲとか美幌の観光資源につな

がった製品はあるのかないのかについて、

２点伺いたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） まず、いつか

らいつまでということでございますが、こ

ちらは昨年、平成２８年度から始めてお

り、２８年、２９年の２カ年ということで

考えております。 

 また、製品化の関係でございますけれど

も、今回つくったものにつきましては、ま

だふるさと納税といった商品化にはつなが

っておりませんが、今後、ふるさと納税等

につなげていきたいと考えております。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ



 

－ 280 － 

ん。 

○６番（戸澤義典君） ふるさと納税も寄

附者の数がだんだん減ってきているという

ことで、例えば美幌峠ですとか、美幌町内

のあちこちで販売をして、美幌のＰＲにつ

なげるというほうが拡大できると思うので

すよ。 

 そういった観点から、例えば、ぎゅうた

ろうのキーホルダーとか、ぎゅうたろうの

こけしとか、美幌を本当にＰＲできるもの

を開発して販売につなげるという目的のほ

うがいいと思います。ふるさと納税は

「重」にしておいて、本当に美幌に行かな

いと買えないとか、インターネットで買え

るとか、そういうものを「軽」にして売る

のが一番いいのではないかと思うのです。

ふるさと返礼品の数を拡大するにはまだ尐

し足りないと思いますが、その辺はいかが

でしょうか。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 御指摘のよう

に、ふるさと納税の返礼品としては、数が

尐なくなっているという状況にあります。 

 また、私どもの事業で、１歳のお子様に

木製品のおもちゃをプレゼントする、はじ

めての木づかい事業など、これから広げて

いく要素も持っておりますし、議員御提案

のように、ぎゅうたろうとか、いろいろな

キャラクターや、美幌をＰＲする特産品に

つながっていくような可能性も今後検討し

ていきたいと思っていますので、よろしく

お願いします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ６番戸澤義典さん。 

○６番（戸澤義典君） １４７ページの林

業総務費の中のエコハウス清掃等業務委託

料２９０万８,０００円につきまして、その

内容について御説明をお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） エコハウス清

掃等業務委託料の関係につきましては、エ

コハウスの清掃、エコハウスの利用調整、

エコハウス研修者及び視察者等への対応、

その他エコハウスに関することということ

を業務内容として、一般財団法人みどりの

村振興公社と契約を結んでおります。 

 この内容としましては、従事する公社職

員の人件費や業務対応に伴う消耗品費、燃

料費、光熱水費などの経費を計上している

ところでございます。 

 この業務委託料ですけれども、当初予算

等の増減額は、平成２８年度の３８９万６,

０００円に対しまして、平成２９年度は２

９０万８,０００円と、９８万８,０００円

の減であります。 

 この減の主な内訳としましては、先ほど

のみどりの村の負担金同様に、業務に従事

している公社職員の退職等による減でござ

います。 

 業務委託料の積算の内訳でございますけ

れども、共済費として１４万８,０００円、

こちらは嘱託職員２名分の社会保険料等の

２０％ということで、０.４人工を見ており

ます。 

 賃金についても同様の考え方により９１

万５,０００円で、需用費、消耗品費を初

め、燃料費、光熱水費、修繕料、手数料、

保険料、委託料等につきましては、こちら

に記載のとおりの内容となっております。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。 

○６番（戸澤義典君） それでは、２回目

の質問をさせていただきます。 

 細かい話で申しわけございませんが、修

繕料を２２万７,０００円と計上しておりま

すが、どこの修繕をするのかというのが１

点目。それと、委託料、ストーブ点検５万

４,０００円の中身についてお聞かせくださ

い。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 初めに修繕料

でございますが、施設の小破修繕というこ
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とで１０万８,０００円、リビングの網戸取

りかえで４万８,０００円、３点目が、浴室

の床が务化してきている部分がありますの

で、この修繕で７万１,０００円です。 

 また、委託料でございますけれども、ス

トーブ点検につきましては、こちらにペレ

ットストーブが２台ありますので、この点

検費用を計上しているものです。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １１番橋本博之さん。 

○１１番（橋本博之君） 同じく、エコハ

ウス清掃等業務委託料ということですが、

業務内容を見てみますと、エコハウスの清

掃、エコハウスの利用調整、エコハウスの

研修者及び視察者への対応、その他エコハ

ウスに関することということで、清掃等業

務委託料は間違いではないのですが、これ

は管理委託料ではないかという気がするの

です。そのほうが非常にわかりやすいと思

うのです。これは、エコハウスの研修者の

視察の対応とか利用調整がメーンになって

いくのではないかと思うのです。できれ

ば、わかりやすい名称がいいのではないか

と思っております。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 今後、わかり

やすい表現にできるよう検討していきたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） 同じく、１４７

ページのエコハウス清掃等業務委託料で

す。さきに２名が同様なことを聞いていま

すので、その後を受けてお話しさせてもら

いたいと思いますが、今回、業務の見直し

によって人件費が減になったということで

す。先ほどのことをぶり返すつもりはない

ですが、同じようなことを言いたいので

す。 

 エコハウスにしても、林業館にしても、

どういう団体が管理運営しているのかとい

うことを明らかにした上で、美幌町が基本

的に管理している人たちに対して、先ほど

経済部長だけ言えば、名乗りましたので、

別な立場もあるということは承知しました

が、やり方を見直すことでがらっと変わる

のであれば、何で最初からできないのかと

いう素朴な疑問です。 

 皆さんが努力をすることでサービスが変

わらないのだったら―項目は違いますけ

れども、言いたいのはそこなのです。そこ

ら辺は、今後とも引き続き十分研究してい

ただきたい。 

 終わります。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ６番戸澤義典さん。 

○６番（戸澤義典君） 同じく１４７ペー

ジの林業館管理業務委託料３２９万６,００

０円の内容について説明をお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊成博次君） 林業館の

管理業務委託でございますけれども、これ

は、きてらすの維持管理及び林業館を通し

て木育活動の推進を図るための委託料でご

ざいます。 

 内容としましては、施設維持管理費が４

５万円、業務委託料として７万円、保険料

として１万８,０００円、燃料、灯油とペレ

ットで３１万９,０００円、環境整備費とし

て３万３,０００円、修繕料として２７万

７,０００円、人件費として１９２万８,０

００円、事務費２０万１,０００円の合計３

２９万６,０００円でございます。 

 ちなみに、利用の状況につきましては、

事前に配付しております資料のとおりでご

ざいます。 

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。 

○６番（戸澤義典君） 今年度の予算の計
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上を見ますと、特別清掃のワックス代、音

響設備の２７万７,０００円、これを引いた

としても、ランニングコスト的には年間３

００万円ぐらいはかかるのかと思います。

また、利用者を見ますと、町外者の方が半

分以上おりますし、大人、子供の割合でい

くと、子供が若干多いのですけれども、大

人もいるということで、大人の方だけ利用

料を取ってランニングコスト分に回すとい

う考えはないのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） こちらにつき

ましては、設置のときからもそういった御

意見等をいただいておりますが、今の中で

は、無料の公共施設ということで運営させ

ていただいている状況です。 

 ただ、こちらにつきましても、全て了と

は考えておりませんので、今後もいろいろ

なことを場面、場面で検討していきたいと

考えておりますので、よろしくお願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） １２番中嶋すみ江

さん。 

○１２番（中嶋すみ江君） 今の戸澤議員

と同じ箇所で、きてらすの利用者の一覧表

を見せていただきました。本当に利用者が

内外ともに多く、もう尐しで５万人に達す

るということで、すごく評価できる施設だ

ということを実感しております。 

 その中で、たくさんの方が来ておりまし

て、遊具を見て、例えば、かわいい三輪車

があるのですが、そういうものを購入した

いというときにはどのような対応になって

いるか、お伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 直接役場のほ

うにお聞きいただくようなケースは余りな

いのですけれども、管理している管理人を

通じてとか、さまざまな手法があろうかと

思います。また、そのやり方等について

も、館内に掲示するとか、ＰＲを工夫して

いきたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ８番岡本美代子さん。 

○８番（岡本美代子君） 林業総務費の町

産材活用促進事業補助金のところでお尋ね

いたします。 

 平成２７年度と平成２８年度の実績と見

込みをお示しください。 

 また、平成２９年度の積算根拠、コアド

ライを含む１戸当たりの町産木材使用量に

ついてお聞かせください。 

 平成２８年度から町産材使用のマンショ

ンを建てるときにも補助を出すということ

で、その実績をお知らせください。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊成博次君） 町産材の

補助金でございますけれども、平成２７

年、２８年のマンション建設につきまして

は、平成２７年度は６棟を建てておりま

す。平成２８年度は２棟が建てられており

ます。 

 平成２８年度の２棟のうちの１棟は町産

材を使って建てられているところでござい

ます。 

 積算根拠でございますけれども、平成２

９年度は２０棟を計画しております。１棟

当たり２０立方メートルでございますけれ

ども、ＦＳＣ認証集成材が３３０立方メー

トルを予定しております。もう一つ、コア

ドライ材が１０棟で７０立方メートルを計

画しております。締めて１,７４０万円でご

ざいます。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） マンションを建

てるときにこれを使おうと考えた人から話

を聞くと、最初はすごく期待をしたのだけ

れども、あんまりだったという話でした。

マンションを建てるような方はお金にゆと

りがある方なので、町産材を消費していた

だくという理解をもう尐しいただかなけれ



 

－ 283 － 

ばなりません。建てる施工業者や何かが勧

めているらしいのですけれども、今、新し

くこのコアドライを始めるのに、先日も説

明会があったようですが、施工業者が勧め

ることでその気になるということが多いよ

うです。一般住宅はまた違う道なのでしょ

うけれども、施工業者に対して広く勧める

ということと、町民にも理解していただく

ということが大事だと思います。特別に安

くなるということではないので、その辺は

どう考えているのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） ＰＲの方法で

ございますが、例年、広報やホームページ

等でもしておりますけれども、今回、コア

ドライという新たな技術を導入したという

ことで、議員がおっしゃるように、先般、

説明会を開催させていただいたところであ

ります。 

 今後につきましては、共同住宅等の対象

者に関しましては、金融機関等にもそうい

った情報を入れながら、これは共同住宅だ

けではありませんけれども、さらなる普及

に努めていきたいと思いますので、よろし

くお願いします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １１番橋本博之さん。 

○１１番（橋本博之君） 岡本議員に引き

続きまして、同じ質問をさせていただきた

いと思います。 

 コアドライの部分がふえて、今回増額に

なったということです。このコアドライ材

は、まだ工場とか生産ラインが確立されて

いない中できちんと執行できるのかという

心配があるのです。そういう関係の情報は

ある程度そろっているのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊成博次君） コアドラ

イの生産ラインでございますけれども、一

昨年の平成２８年度は試験的にコアドライ

をつくりました。これをやることによっ

て、コアドライの認定工場まで取得してお

ります。 

 今後については、平成２８年度の国の補

正予算を使いながら、乾燥機２機と含水計

を秋口までに完成させる予定でございま

す。それ以降については、生産ラインが充

実していくと考えております。 

○議長（大原 昇君） １１番橋本博之さ

ん。 

○１１番（橋本博之君） 秋には完成して

生産の運びということですが、これで全部

執行できるのかということを先ほどから聞

いているのですが、大丈夫ですか。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 日ごろから、

こちらの取り扱いの美幌ドットコム、施工

業者等と協議や情報の連携を密にしなが

ら、年内に完成できるように取り組んでま

いりたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １０番吉住博幸さん。 

○１０番（吉住博幸君） １４９ページ、

木質ペレットストーブ購入補助金のことに

ついて、町民のストーブ導入状況、町内ペ

レット販売実績について説明願いたいと思

います。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊成博次君） ペレット

ストーブの状況でございますけれども、平

成２０年度から補助金の導入をしており、

現在、民間で４６台、公共施設で１４台と

なっております。 

 ペレットの販売実績につきましては、事

前に配付している資料のとおりでございま

すが、全体で年間３３トンを使っておりま

す。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） 一つお聞きした
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いのは、平成２０年度から始めて、現在約

６０台、公の場所も含めてです。私として

は、何とかもう尐し普及してほしいという

願いがあるのです。 

 ただ、普及に当たっては工夫をしなけれ

ばいけないと思っています。一つは補助率

ということもあるでしょう。ほかにも、皆

さんのＰＲということもあります。私は、

ペレットを扱っている販売業者の味方をす

るわけではないけれども、大ざっぱに言う

と、３３トンで、キロ単価が５５円と記載

されていますから、単純に計算したら１８

０万円ちょっとでしょうか。ただ、それは

ペレットという製品の販売価格であって、

そこから手数料などを引いたら、取り扱っ

て食べていけるような量ではないと思うの

です。 

 そういう意味で、今後、このペレットス

トーブ導入について補助していくのなら、

方法論を含めてもう尐し考えなければいけ

ないのではないかということを申し上げた

かったのです。 

 そういう意味ではどのように検証されて

いるか、お教え願いたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 議員がおっし

ゃるように、ペレットストーブの助成事業

は平成２０年度から行っているところであ

ります。この間、平成２４年度は１台しか

ないとか非常に伸び悩んだ時期もありまし

たけれども、電気料が高騰している時代で

はオール電化住宅の方の補助暖房としてペ

レットストーブを活用されている方が数多

く見受けられました。しかし、その後、平

成２８年度にはまた２台ということで下が

ってきております。町も、新エネルギービ

ジョンにおいて、低炭素なまちづくりとい

うことで位置づけておりますので、もっと

使い勝手のいい制度、さらには使ってもら

えるような仕組みを今後も考えていきたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） １４９ページの

林業施設維持管理事業についてです。簡単

に言えば、予算書を過去のものと見比べて

いますので、今回の予算の考え方と今後の

維持はどのような計画を持っているかとい

うことについてお聞かせ願いたいと存じま

す。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 林業施設の維

持管理でございますが、こちらに計上して

おりますまず一つは、休憩施設管理業務委

託料です。こちらにつきましては、みどり

の村の敷地の中にあります休憩施設すずら

ん、通称焼肉ハウスでございます。平成２

８年度の１８万円に対して、平成２９年度

は３２万１,０００円と、１４万１,０００

円ふえております。この主な内訳につきま

しては、内部の誘導灯の修繕で７万４,００

０円、また、この建物は昭和６３年度の建

設で、屋根も相当务化してきているという

ことで、屋根の塗料を買い直営で修繕する

ための費用でございます。 

 一方、森林公園管理業務委託料ですが、

いわゆるキャンプ場のエリアでございまし

て、こちらは平成２８年度は６８万４,００

０円でありましたけれども、平成２９年度

は１５２万５,０００円ということで、８４

万１,０００円と約倍増しております。この

増の内訳ですが、平成３年設置の６人用の

バンガローが３棟ございますけれども、こ

の手すりの部材が大分务化しており、この

修繕で４６万５,０００円、平成２年設置の

１５人用のバンガローの土盛りの修繕が３

５万３,０００円となっております。 

 いずれの施設も設置から３０年近く経過

している中で、施設設備が老朽化してお

り、現在も緊急性の高いものから計画的に

修繕していくという考えでおりますが、今

後も修繕をしていく中では、全て今のまま

で修繕するということではなく、利用者形

態とか利用者ニーズ、さらには将来の利用
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を見据えた中で優先順位をつけるといった

取捨選択をした上で検討しながら進めてま

いりたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） 今、改めて修繕

料が主だと受けとめました。 

 これは、表記の仕方ということで一言だ

け申し上げたいのですが、管理業務委託料

という分類ではなく、素直に修繕料という

計上の仕方がよろしいのではないかという

意見を申し述べてやめます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ２番大江道男さん。 

○２番（大江道男君） １４９ページの林

業振興費の未来につなぐ森づくり推進事業

補助金について２点あります。 

 一つは、林齢別民有林面積をお示しいた

だきたいということと、近い将来の伐採面

積、造材面積の予測について大変心配をし

ておりますが、どのような状況になります

か、お伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊成博次君） 未来につ

なぐ森づくり推進事業でございますけれど

も、林齢別民有林面積につきましては、事

前に配付しております資料のとおりでござ

います。 

 ２番目としまして、近い将来の造材面積

の予測でございますけれども、美幌町のカ

ラマツの主伐は４０年から４５年生であり

ます。現在の齢級構成で見ますと、人工林

の約３２％が伐期を迎えているところでご

ざいます。しかしながら、国の補助金を見

据えた計画を持たなかったら造林がなされ

ないということで、現在の計画では毎年２

００ヘクタールを基準にしまして、造林と

主伐を考えているところでございます。 

○議長（大原 昇君） ２番大江道男さ

ん。 

○２番（大江道男君） 美幌町の造材業者

は、最も中心的で、将来も担っていただけ

るという意味では、森林組合なのだろうと

思うのです。 

 そういう点で見ていますと、現在でも町

内で原木を調達し切れなくて、町外のカラ

マツ材を集めているという状況です。人工

林だけではないのかもしれませんけれど

も、天然林も一定程度ありますので、その

中に十分利用可能な面積が含まれているの

かどうかを聞かせていただきたいのです。

もし人工林だけということになりますと、

７齢級、６齢級、５齢級などで年間１００

ヘクタールに満たない収穫しかできない状

況に、近い将来、陥る可能性を持っていま

す。 

 ただ、１齢級、２齢級、３齢級で尐しず

つ回復している可能性があるので、その辺

で、４０年後ぐらいを想定していきます

と、回復してくる可能性も持っていると見

えるのですが、人工林の齢級別の面積を見

ますと、案外、近い将来、大変な経営危機

を迎える可能性を持っているというように

見なければならないのだろうかということ

で、見通しをお示しいただきたいと思いま

す。 

 あわせて、町外も、十数年前ですけれど

も、あと１０年か１５年たったら切る木が

なくなるのではないかと騒がれた時期があ

りました。町内の面積だけではなくて、町

外も含めて、近未来というか、中長期の見

通しもあわせてお示しいただければありが

たいと思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊成博次君） ただいま

の質問でございますけれども、まず、天然

林を利用するということもあるのではない

かということでございますが、齢級から見

ますと、利用可能な部分があると感じてお

ります。 

 また、今、町外から材を運んできている

ということも事実でございます。しかしな
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がら、今、美幌町の人工林については、平

準化を図って１５年、２０年ぐらいになり

ます。それが、３齢級、４齢級まで伸びて

おります。今後においては、１０齢級以降

を２００ヘクタールずつ伐採、造林してい

くと、１齢級で１,０００ヘクタールぐらい

の山林が回復していくということでござい

ます。 

 今後においても、計画的な造林、間伐を

進めなければいけないかと感じておりま

す。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ２番大江道男さ

ん。 

○２番（大江道男君） そういう意味で、

未来につなぐ森づくり推進事業の補助金の

大枞をしっかり確保するということがどう

しても必要になっています。その点で、国

の造林に対する近々の予測を担当者として

どう見ておりますか。最後にお聞きしま

す。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊成博次君） 国の造林

補助金については減尐傾向ではございます

けれども、国も道も、造林事業に対しては

１００％配分をしてくれるという流れでい

っています。ただ、下刈りとか除伐、間伐

については薄くなっていっているのですけ

れども、山をつくるということで、造林事

業については、ほぼ補助金がつくようなと

ころでございます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １０番吉住博幸さん。 

○１０番（吉住博幸君） １５１ページの

町有林管理費の中の造林作業委託料につい

てお聞かせ願いたいと思います。 

 ３年前からの造林計画実施と今後の造林

計画予定について説明をいただきたい。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊成博次君） 造林事業

の委託料でございます。 

 過去３年間の造林計画実績及び今後の計

画でございます。 

 平成２６年度につきましては、計画面積

全体で８２.１５ヘクタール、実績で７０.

２３ヘクタール、差し引きマイナス１１.９

２ヘクタールとなっております。 

 平成２７年度については、計画面積が９

１.７７ヘクタール、実績面積が７９.６１

ヘクタール、差し引き面積マイナス１２.１

６ヘクタールでございます。 

 平成２８年度につきましては、計画面積

合計で５４.１８ヘクタール、実績面積で３

３.３ヘクタールでございます。差し引き面

積マイナス２０.８８ヘクタールでございま

す。 

 今後の計画でございますけれども、平成

２９年度につきましては、全体で６７.９７

ヘクタール、以降３０年につきましては１

００ヘクタールを計画しております。しか

しながら、これから町有林の経営計画作成

時期に入りますので、その計画に基づいて

多尐変わる可能性もございます。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） 事業の中には、

造林とか間伐とかがあろうかと思います。

ただ、各年度を見たら、実績が下回ってい

ます。まず、委託料の精算行為の中では、

やっていないものまでお金を払ってはいな

いと思いますが、まずお金の面で、例え

ば、平成２９年度、造林には大ざっぱに１

ヘクタール当たり何ぼを見ているのか。そ

れを承知していないと、今後の推移を私ど

もも見られないということがありますの

で、それが１点目です。 

 もう一つは、本来、造林というのは別な

意味で重要なことだと思うのです。私は、

都会の人から空気でお金を取りたいぐらい

の思いでいますので、それだけ環境、空気

をつくるという意味においても木の役割は

重大だと思いますので、その実績を予定に
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等しいぐらいにしていただかなければいけ

ないと思います。 

 そういう面でいろいろな反省点があると

思うので、平成２９年度においてどのよう

な作業計画をお持ちなのか、そこら辺でお

聞かせ願えるものがあるならば教えていた

だきたいと存じます。 

○議長（大原 昇君） 耕地林務主幹。 

○耕地林務主幹（伊成博次君） ただいま

の質問ですが、平成２９年度の単価でござ

います。造林事業につきましては、１ヘク

タール当たり６５万９,４１１円、下刈り事

業につきましては、１ヘクタール当たり１

２万４,６２２円、間伐につきましては、１

ヘクタール当たり３５万６,６３５円、被害

跡地造林につきましては、４５万４,５２５

円となっております。 

 ただし、造林事業につきましては、場

所、傾斜などで多尐前後する可能性はあり

ます。 

 平成２８年の実績を下回っているという

ことでございますけれども、造林につきま

しては、企業の森のお金をもらいながら造

林していっているのが実態でございます。

平成２９年は１５町を計画しているのです

けれども、それを１３町で行っているとい

う実態でございます。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） 美幌町は、最近

は裸山も―今回、造林という意味では町

有林のことですけれども、町有林が模範を

示さなければいけないという思いがありま

すので、そこら辺は、環境を守っていくと

いうことを町長と十分相談していただきた

い。 

 役場の出入り口に協力した方の名前があ

りますが、あのぐらい徹底してやらないと

寄附していただけないものもありますの

で、そこら辺は賢くやっていただきたいと

思います。 

 終わります。 

○議長（大原 昇君） ２項、林業費の質

疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、６款、農

林水産業費を終わります。 

 暫時休憩いたします。 

 再開は１５時３０分といたします。 

午後 ３時２６分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 ３時３０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 引き続き、平成２９年度美幌町一般会計

予算についての質疑を行います。 

 次に、７款、商工費、１５２ページから

１５７ページまでの質疑を許します。 

 １２番中嶋すみ江さん。 

○１２番（中嶋すみ江君） １５３ページ

の商工業振興費の子育て世帯応援事業補助

金３００万円、プレミアム商品券発行事業

補助金５４０万円について、プレミアム商

品券発行の概要、積算根拠について説明を

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 商工主幹。 

○商工主幹（後藤秀人君） プレミアム商

品券発行事業ですが、この事業は、スマッ

ピーカードに現金をチャージされた方にプ

レミアム商品券を発行するもので、町内に

おける個人消費の拡大に大きな効果が得ら

れている事業と認識しているところでござ

います。 

 平成２９年度につきましては、総額で昨

年度同様の８４０万円を計上しております

が、需要が増えてきております子育て世帯

応援分を増額いたしまして、そのニーズに

応えていくこととしております。 

 また、平成２８年度までは１口１万円の

チャージに対しまして、一般分３,０００円

と子育て世帯応援分５,０００円の商品券を

発行しておりましたが、次年度からは、さ

らに利用しやすい内容とするため、チャー



 

－ 288 － 

ジ金額を１口５,０００円、お１人様２口ま

でといたしまして、１,５００円と２,５０

０円の商品券を発行することとしておりま

す。 

 積算根拠でございますが、プレミアム商

品券発行事業が１,５００円を３,６００

口、子育て世帯応援事業は２,５００円を

１,２００口としております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番中嶋すみ江

さん。 

○１２番（中嶋すみ江君） 今のお話を伺

いまして、２月にありましたプレミアム商

品券発行事業も２０分で完売というすごい

早さでした。また、発行していると思って

しゃきっとプラザに向かっている町民を見

まして、すごく気の毒な思いをしておりま

したので、今のお話を聞いて、大変よかっ

たと思います。 

 また、高齢者から５,０００円のチャージ

だったらできるのにという声がありまし

て、私も商工会のほうにお伺いしたことが

ありました。町民のあらゆる方が利用でき

て、消費の喚起にもつながるということ

で、今回、皆さんがチャージしていただけ

る対応をとっていただきまして、大変よか

ったと思います。 

 また引き続きよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） 商工主幹。 

○商工主幹（後藤秀人君） 先ほど御答弁

いたしました内容で１点訂正をお願いいた

します。次年度からさらに利用しやすい内

容ということだったのですが、今年度から

ということで訂正をお願いいたします。失

礼いたしました。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ４番上杉晃央さん。 

○４番（上杉晃央君） １５３ページの商

店街イベント事業補助金３０５万円の事業

拡充内容を簡単に御説明いただきたいと思

います。 

○議長（大原 昇君） 商工主幹。 

○商工主幹（後藤秀人君） 商店街イベン

ト事業の拡充内容でございますが、例年、

各商店街がそれぞれにイベントを実施して

おりましたが、今年度につきましては、さ

らなる事業効果の向上を目的に、連合商店

会として一本化し、中元セールを実施する

ことになりまして、そのかかる経費の２分

の１を補助するものでございます。 

 具体的な事業内容ですが、平成７年以前

に実施しておりました事業の復活でありま

して、加盟店で買い物をした消費者に対し

て補助券を配布し、所定の枚数を集めると

タレントショーの招待券と交換ができると

いうものでございます。 

 こちらにつきましては、消費者へのアン

ケートや聞き取りの中から復活を望む声が

多く出されたことから、消費者ニーズに応

え実施するものでございます。 

 補助金額につきましては、平成２７年度

の１５６万円に対しまして８４万円増の２

４０万円を計上しております。 

 こちらのほか、スマッピーカード美幌が

実施しております年末年始大売り出しにか

かる経費の一部６５万円につきましても、

引き続き補助を行ってまいりたいと考えて

おります。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ４番上杉晃央さん。 

○４番（上杉晃央君） 同じく１５３ペー

ジのつなげる・つながる商店街事業補助金

２６１万６,０００円の事業内容を簡単に御

説明いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 商工主幹。 

○商工主幹（後藤秀人君） つなげる・つ

ながる商店街事業ですが、こちらは連合商

店会が事業主体として実施するものでござ

いまして、事業の目的としましては、本町

にあります四つの商店街がそれぞれに行っ
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ておりました集客イベントなどを連合商店

会として統一しまして、一体感を持ってイ

ベントを実施することにより、魅力ある商

店街を目指すということを目的としており

ます。 

 事業の概要ですが、記載されているとお

りですけれども、大きく四つの事業を柱と

しておりまして、一つ目は春夏秋冬を通し

ての統一イベントの開催でございます。 

 現在考えられているイベントは、各店舗

前にワゴンを出して古本を売るブックスト

リートやフラワーフェスタ、夏野菜フェス

タ、そして特産品など美幌産のものを消費

する美産美消フェスタなどを計画しており

ます。 

 二つ目はまちゼミの開催ですが、こちら

は平成２７年度から開催しておりまして、

３年目を迎えるに当たりまして、宣伝の強

化を図ろうというものでございます。 

 三つ目は人材育成ですが、魅力ある商店

街を目指す上でイベントの充実は欠かせな

いものでありますので、これからの商店街

を担っていかれる若者に先進地に出向いて

勉強していただこうというものでございま

す。また、逆に、先進地から講師を招いて

セミナーなどの開催を計画しております。 

 最後に四つ目ですが、ワクワク発信基地

の設置でございます。こちらは、北一商店

街がかねてから構想をしていたものでござ

いまして、もとのａｕショップを改修いた

しまして、華道、書道教室、カルチャーサ

ークルによる教室、サークルの募集情報や

町内外のイベント情報の発信、連合商店会

青年部などの集会所など、幅広く町民が集

い、交流が図れる場を目指していくもので

ございます。 

 事業費は記載されているとおりとなって

おりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ３番新鞍峯雄さん。 

○３番（新鞍峯雄君） 同じく１５３ペー

ジの商工業振興費のつなげる・つながる商

店街事業補助金２６１万６,０００円の関係

で、空き店舗をどのように改修するのか、

また、活用開始時期の予定、人の配置など

についてお伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 商工主幹。 

○商工主幹（後藤秀人君） 先ほど御説明

いたしましたワクワク発信基地の設置につ

いての改修内容ですけれども、こちらにつ

きましては、灯油配管の修繕、トイレの改

修、壁クロス・床張りかえを計画しており

ます。 

 活用の開始時期につきましては６月ごろ

を予定しておりまして、人員の配置につき

ましては、現時点では行わないとお聞きし

ております。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 人員の配置は行わ

ないということでございますけれども、各

種イベントとかいろいろやるわけでありま

すが、何もやらないときに、その場所に町

民が来たときには、今度は何をやるという

案内などがあればいいなと考えているので

すけれども、そのことについてお伺いいた

します。 

○議長（大原 昇君） 商工主幹。 

○商工主幹（後藤秀人君） 今、連合商店

会と話を進めていく中では、掲示板を設け

まして、そこに今後のイベントや教室の案

内を掲示板に掲載するという方向で考えて

いるということです。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ４番上杉晃央さん。 

○４番（上杉晃央君） １５５ページの阿

寒国立公園広域観光協議会負担金１５万円

についてでございますが、説明では、イン

バウンド対策のことで触れられておりまし
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たけれども、観光でかなり外国人が入って

きているということで、免税店対策につい

ての考え方があればお聞かせいただきたい

と思います。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、阿寒国立公園広域観

光協議会におきましては、阿寒国立公園区

域を有する釧路市、弟子屈町を初めとした

１１の市町により構成する協議会でござい

まして、広域観光事業を推進し、関係市町

の発展と住民生活の向上に寄与することを

目的として組織されております。 

 近年では、広域協議会でのホームページ

の開設や夏季、冬季のパンフレット作成、

マーケティング調査などを実施しておりま

す。 

 平成２９年度につきましては、阿寒国立

公園おもてなしプログラム創造事業といた

しまして、冬季プログラム、夏季プログラ

ムの開発をしております。そのほか、マー

ケティング調査、プロモーションなどを行

う予定でございます。 

 また、満喫プロジェクト推進事業といた

しまして、インバウンド誘致に向けた情報

サイト、パンフレットの多言語化なども予

定しております。 

 三つ目としまして、阿寒摩周国立公園名

称変更記念事業といたしまして、この夏

に、阿寒国立公園の名称が阿寒摩周国立公

園に変更される予定であるということで、

こういった記念式典の開催とか地域のセミ

ナー等の開催を予定しているところでござ

います。 

 以上のことから、平成２９年度につきま

しては、御質問の免税店の増加策について

は、現在のところ検討はされていない状況

でございます。 

 なお、弟子屈町においては、現在も大型

ドラッグストア、摩周湖、硫黄山の両レス

トハウスに免税店が設置されているという

ことでございますけれども、手続時間の短

縮や導入コスト等の課題があるということ

を聞いております。 

 今後、同協議会の中で、広域的な取り組

みの中で免税店の普及について協議、検討

をしていきたいと考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。 

○４番（上杉晃央君） 免税店対策は私も

調べましたが、弟子屈町が既に導入してい

るということで、ここに掲げられているよ

うな課題があることも承知しております。

この取り組みは民間事業になると思います

が、行政としても、今後、外国人の方がふ

えてくると、このような措置が求められて

くるということで、重要な取り組み課題だ

と思いますので、ぜひ研究、検討をしてい

ただきたいと思います。 

 あわせて、この中にインバウンド対策の

一つとして多言語のパンフレット作成とい

う内容がありました。３カ国語ぐらいだと

思うのですが、何カ国語のパンフレットを

想定しているのかということが一つです。 

 また、先ほどの国立公園の名称変更の記

念事業について、開催時期の予定が決まっ

ていればお知らせいただきたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） まず行政とし

ての今後の対応ということで、その課題の

一つには、免税店ということで、指定包装

紙を使わなければならないということがあ

るようです。どうしてもそれが店舗の負担

になるという課題があるということなの

で、その辺を行政としてどこまで支援がで

きるのかわからないのですが、今後、広域

協議会の中でも課題を出し合った中で検討

していきたいと考えております。 

 また、パンフレットの多言語化について

は、英語や中国語など全部で４カ国語ぐら

いだったと認識しております。 

 記念事業の時期については、７月ごろと
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聞いております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ４番上杉晃央さん。 

○４番（上杉晃央君） 同じく観光費の観

光物産協会補助金ですが、この中でマーケ

ティングの調査及び観光資源分析等の事業

内容の予算額についてお示しいただきたい

と思います。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、美幌町には、現在、

年間７０万人もの観光客が訪れております

けれども、通過型観光であり、観光におけ

る消費額も低く、それも美幌峠に限られて

いるということが問題となっております。 

 このたび、国立公園満喫プロジェクトに

よりまして、今後、阿寒国立公園へインバ

ウンドの流入が拡大する可能性が大きくな

るということが想定されております。 

 そこで、美幌観光のニーズや利用状況を

アンケート、ヒアリング調査によって把握

して、どのようなコンセプトで掘り下げる

か、地域の素材で何があれば戦えるのかを

確認します。 

 また、観光商品を販売するに当たりまし

て、さらなる調査と実証実験、プロモーシ

ョンに役立つ情報を取得するものでござい

まして、この事業につきましては、美幌町

観光振興革新戦略ビジョンにおいて最重要

戦略に掲げております人材育成の促進、情

報発信、滞留型・滞在型並びに体験型観光

を推進するために、観光物産協会と町が一

体となって平成２９年度から実施する事業

でございます。 

 事業費の内訳としましては、７１万２,８

００円の２分の１を町から補助金として支

出するものでございます。 

 事業内容としましては、美幌峠において

ヒアリング調査、アンケート調査の実施、

また、町内事業者へのヒアリングを実施

し、マーケティング調査の実施をします。

それから、観光マスター等を対象としてグ

ループワークを実施します。そして、現状

分析と観光資源分析の研磨、そして、全体

のコンセプトをまとめてキャッチコピー等

の設定をするということを平成２９年度に

予定しております。 

 事業期間は平成２９年度からおおむね２

年から３年をめどに実施しながら、実現可

能な事業の立案、最終的にはプロモーショ

ンの実施を目指すものでございます。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ５番稲垣淳一さん。 

○５番（稲垣淳一君） 予算書の１５５ペ

ージ、観光費の観光物産協会補助金９８３

万４,０００円の内訳についてお尋ねしま

す。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、観光物産協会の補助

金、平成２９年度が９８３万４,０００円、

平成２８年度が８９７万７,０００円という

ことで、８２万１,０００円の増となってお

ります。 

 この増加の主な内訳でございますが、ま

ず一つは、美幌峠の雲海予測サイトを平成

２９年度から立ち上げる予定でございまし

て、これにかかるサイト制作経費の一部と

して２０万円、毎日サイトのデータ更新を

行う業務として１８万円、三つ目としまし

て、先ほどの上杉議員から質問がございま

したマーケティング事業にかかるものが３

５万６,０００円となっております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。 

○５番（稲垣淳一君） 先ほどの上杉議員

の質問の中にございました、マーケティン

グ事業３５万６,０００円ですが、町内業者

への聞き取りとありますけれども、観光に
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関することは、自分自身の満足ではうまく

いくものではありませんで、町民といいま

すか、かかわる方の視点、観光客、回遊す

る人たちの視点、いろいろな目線をしっか

り分析しないと先が見えてこないのだろう

と思いますので、ぜひ広い視野、視点に立

って分析を行っていただきたいという思い

です。 

 そして、いろいろと情報収集をして、特

に今回の雲海予報とかデータ更新がホーム

ページ上で閲覧できることになると思うの

ですが、そういうデータがあるということ

を知らしめないことには、誰にもわかって

もらえないと、ただバナーが載っているだ

けで終わってしまいます。ホームページは

自分から行かなければ見ることのできない

データですので、フェイスブック、ツイッ

ター等々を利活用して、ぜひこの事業が成

功するように応援したいと思います。 

 よろしくお願いいたします。以上です。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ８番岡本美代子さん。 

○８番（岡本美代子君） １５５ページの

観光費、観光物産協会補助金のうち、雲海

予測にかかる経費は幾らになるのか、説明

をお願いいたします。 

 それから、美幌峠雲海予測委託料につい

て、次年度からの年間委託料は幾らになる

のか、説明をお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、近年、美幌峠

の雲海が注目を浴びておりまして、雲海発

生予測を専用サイトの開設により広く情報

発信し、町民及び観光客の集客を図るもの

でございます。 

 先進事例としましては、星野リゾートに

よりますトマムの雲海予測サイトが有名で

ございますけれども、予測方法としまして

は、こちらと同様に日本気象協会に委託を

して、気象予報士による予報を１日１回行

いまして、データにより提供いただいたも

のを観光物産協会によってサイトの更新を

行うものでございます。 

 町のホームページにもそのサイトの入り

口のバナーを作成しまして、リンクする予

定でございます。 

 掲載内容としましては、翌日の雲海発生

確率、翌朝の天気、気象予報士のコメント

文を予定しております。 

 なお、７月開設を目指しておりまして、

今年度につきましては９カ月分の予算を計

上しております。 

 今後、国の満喫プロジェクトによる整備

でさらに加速しまして来場者がふえること

が予想され、情報発信の効果も大きいと考

えているところでございます。 

 事業費につきましては、まず、日本気象

協会に委託料として１３５万円、９カ月分

でございます。それから、観光物産協会に

委託ということで、サイトの制作費が２０

万円、データ更新ということで月２万円の

９カ月分で１８万円を補助金として支払う

ものでございます。 

 なお、翌年度以降の経費ですけれども、

雲海発生予測につきましては１２カ月分に

なりますので１５０万円、そのほか、デー

タ更新につきましては、月２万円というこ

とで、１２カ月分で２４万円となります。

また、平成３２年以降につきましては、発

生の予測にかかる費用、分析の費用がある

程度落ちつくことを想定しており、平成３

２年以降は、この発生予測にかかる経費は

１２０万円と、そのほかのデータ更新につ

きましては年間同じような形で２４万円と

なっております。 

 なお、さきにお配りしております参考資

料に、トマムで行っているウェブページを

載せております。このようなイメージにな

ろうかと思っております。 

 また、お配りした資料の下には、日本気

象協会からこのような形でデータを提供さ

れますというＰＤＦのデータを参考までに
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つけさせていただいておりますので、ごら

んいただきたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 観光客の増を狙

った前向きな予算と捉えたいのですけれど

も、最善の方法だったのかということで

す。最初の年にある程度お金がかかって

も、次年度以降にそんなにかからないとい

うやり方だったらある程度納得できるので

すが、支払先があるということで、ことし

は１７３万円だけれども、来年は１７４万

円、平成３２年以降は１４４万円というの

が高いか、安いかということです。 

 先ほど星野リゾートのようなやり方と言

われましたが、それと同じにはならないか

もしれませんけれども、今、この議会もネ

ット中継をしています。これは、職員の方

などが協力していただいて、非常に安くや

っていただいたと思うのですが、例えばそ

ういうことができないのでしょうか。 

 やることについての反対ではなく、それ

が最善の方法なのか、次年度以降もずっと

お金がかかっていくというところについて

もう一度お聞かせ願いたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 雲海の予測の

関係でございますが、こちらにつきまして

は、当初は私どもで別の事業者に見積もり

を徴していたことがありました。その中

で、もう尐しコスト削減できないかという

ことを勘案していく中で、今、農業気象情

報のＭＩＣＯＳ美幌を日本気象協会に予測

していただいているのですけれども、同じ

事業者を活用したり、さらにはサイト制作

で２０万円を計上しておりますけれども、

こちらについても観光物産協会のほうでホ

ームページを作成している業者にお願いす

ることによって２０万円で済むということ

で、さまざまな部分で経費を圧縮していっ

た結果、１年度目には１７３万円という金

額になったところです。 

 また、これ以降につきましても、平成３

０年からは雲海発生予測が１５０万円、平

成３２年以降は１２０万円と金額が安くな

っていきますけれども、当然、これを良と

するのではなく、協議しながら、尐しでも

コスト圧縮につなげていきたいと考えてお

りますので、よろしくお願いします。 

―――――――――――――――――― 

◎会議時間延長の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

 もはや４時近くなりましたが、あらかじ

め会議時間の延長をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

――――――――――――――――――― 

◎会議時間延長の宣告 

○議長（大原 昇君） したがって、あら

かじめ会議時間の延長をすることに決定し

ました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 議案第１１号から 

      議案第２５号まで 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 今の説明は後で

理解しますけれども、翌日の予測について

です。私たちが以前視察に行かせていただ

いたときに、有珠山は、リアルタイムで、

常に火山をずっと見ているということをし

ていました。そういうことができるのでは

ないかと思うのです。上にレストハウスが

ありますので、そこにカメラを設置して、

あすの予測ではなく、リアルタイムに流す

という方法もあるのではないかと考えます

けれども、そういうことは検討されたのか

どうか。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまのリ

アルタイムでということでございますけれ
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ども、一つは、今、あそこにライブカメラ

がついております。ただ、１時間ごとの静

止画による配信ということで、なかなか不

便だという声も聞かれております。 

 そのライブカメラにつきましては、環境

省のほうで設置しているものでございます

ので、それを動画によってつけかえてもら

えるような要望は環境省のほうにもしてお

りますので、そういったものが満喫プロジ

ェクトもかかわって、もしかしたら動画に

つけかわるようなことも想定しております

ので、そういったものがつくと、あわせて

こちらの雲海予想とライブカメラと並行し

て使っていけるのではないかと考えており

ます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。 

○９番（坂田美栄子君） 私も今の岡本議

員と同じ１５５ページの雲海について質問

をさせていただきたいと思います。 

 この計画は、観光客を相手にしているの

ではないかと思ってはいるのですけれど

も、雲海予測を立てたとしても、峠まで行

くのに約４０分かかります。例えば、美幌

のホテルに泊まったとしても、雲海を見に

行くのには３０分から４０分です。今の観

光客の方々は、美幌に泊まる機会はほとん

どゼロに近いと思っています。ただ、網走

に泊まったり、北見に泊まったりしたとし

ても、峠まで行くのに４０分以上はかかり

ます。そうすると、雲海予測が出たとして

も、そこまで見に行く行き帰りの時間を考

えると１時間以上かかるという中で、これ

を利用する人がどの程度いるか、それは予

測されたのでしょうか。その点についてお

聞かせいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） こういった雲

海予報を出しているのは道内ではトマムぐ

らいだということで、どの程度利用するか

という人数までは予定をしておりません

が、最近は雲海が非常に注目を浴びていま

す。 

 例えば、弟子屈のプリンスホテルに泊ま

られて、それから津別の雲海のツアーに参

加するというツアーもあると聞いておりま

す。 

 今現在は道路が寸断されておりますので

中止しておりますけれども、可能性として

はそういったものがあることによって、雲

海の発生があることで、今後、弟子屈方面

から美幌峠に雲海ツアーみたいなもので利

用されることは十分にあると思っておりま

す。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。 

○９番（坂田美栄子君） わからないわけ

ではないのですが、どの程度利用されるの

かということを考えると、これだけの経

費、毎年最低でも１７０万円前後の経費を

かけて、美幌にどれだけの効果をもたらす

かということ考えると、非常につらいもの

があるのではないかと思うのです。 

 決して悪いことではないのかもしれませ

んが、経費、効果を考えると、これでいい

のか、もう尐し研究する必要があるのでは

ないかと思いますが、その点について、研

究しなくてもいいのではないかという御意

見がありましたら、お聞かせいただきたい

と思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） １回目の答弁

でもお話しさせていただきましたけれど

も、今後、国の満喫プロジェクトによる整

備でさらに加速するということがございま

す。 

 これは、阿寒国立公園ですので、美幌峠

に限らず、阿寒、釧路、摩周湖といったと

ころでさまざまな投資があって、観光客が

一層ふえることが見込まれております。 

 そして、資料にもございますけれども、

この雲海の予想は１２時に発表が基本とな



 

－ 295 － 

っております。 

 そういったこともありますと、雲海は早

朝でございますので、今まで北見に泊まっ

ていた方々が、それでは美幌に泊まってみ

ようかなということで観光客の増加にも資

するということを期待した上で、今回、計

上させていただいているものであります。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ４番上杉晃央さん。 

○４番（上杉晃央君） １５５ページの観

光費の中の峠の湯の１,２００万１,０００

円の修繕内容について、それぞれ予算額を

お示しいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） 峠の湯びほろ

の修繕に係る経費でございますけれども、

まず一つといたしましては、給水ポンプ、

温水ポンプ、電動２方弁取替修繕というこ

とで、３７６万４,０００円です。 

 それから、真空式温泉ヒーター暖房用チ

ェンジャー、電動弁、電磁開閉器取替修繕

ということで、１３８万円です。こちら

は、経年务化による機能低下によっての取

りかえの修繕ということになります。 

 三つ目といたしましては、サウナ室座面

及び床板の張替修繕ということで、１２９

万６,０００円です。 

 また、トイレのウォシュレット改修とい

うことで、１階の９カ所で１３６万円で

す。 

 そのほか、塩素注入ポンプ部品及びろ過

機操作弁取替修繕ということで、９８万５,

０００円です。こちらも経年务化による機

能低下でございます。 

 また、消防用設備取替修繕ということで

２１万６,０００円です。これは、法でひっ

かかったというものでございます。 

 あとは、小破修繕ということで３００万

円の計上です。 

 合わせまして、１,２００万１,０００円

となっております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。 

○４番（上杉晃央君） ただいまの説明の

うち、①、②、③、⑤について、以前修繕

した年度がいつだったのかがわかればお教

えください。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 過去の修繕の

履歴につきましては、後ほどということで

よろしいでしょうか。よろしくお願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ７番早瀨仁志さん。 

○７番（早瀨仁志君） ここは指定管理者

制度にのっとって管理されているわけであ

りますけれども、その負担割合はどのよう

になっているか、お聞きしたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、原則、協定の

中で１件当たり１０万円以上の修繕につい

ては町が負担することになっております。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番早瀨仁志さ

ん。 

○７番（早瀨仁志君） 以前に１０万円以

下で修理を図ったということがあるのでし

ょうか。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） これは年度に

よってばらつきがあるのですけれども、平

成２８年度におきましては、修繕費用で約

３０万円弱は指定管理者で負担していると

いうことでございます。よろしくお願いい

たします。 

○議長（大原 昇君） ７番早瀨仁志さ

ん。 

○７番（早瀨仁志君） 指定管理者制度で
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管理をされているということで、本来、そ

のことによってサービス向上を図って入り

込みをふやせたり、民間のノウハウを入れ

て売り上げを伸ばしていくということが大

前提にあると思うのです。それらについて

は、結果的になかなか伸びにつながってい

ないということが残念に思うのですけれど

も、その辺についての認識があればお願い

したいと思います。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまのい

ろいろな営業努力の部分についてですけれ

ども、ことし１月から、土・日限定ですけ

れども、サービス向上策ということでレス

トランの営業をいたしております。 

 そのほか、各企業回りなどの営業活動

も、今後、実施していきたいということを

話しております。その辺は、行政とも連携

を図りながら、今後とも増収策について一

緒に検討していきたいと思っております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １３番古舘繁夫さん。 

○１３番（古舘繁夫君） 私からは、１５

５ページの交流促進センター改修等調査委

託料４０８万３,０００円について伺いま

す。これは、調査をするということでの費

用ということで、今、上杉議員や早瀨議員

から、修繕の１,２００万円の話がありまし

た。そして、さらに調査をするということ

です。 

 それでまた、次の話はしないほうがいい

のですけれども、９５０万円のもやるとい

うことで、調査に４００万円がかかるとい

うのはなかなか理解しがたいのです。これ

だけかかるのなら１カ月くらいはかかるの

かと想像するのですが、どうしてこんなに

調査費がかかるのでしょうか。お願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、平成８年１２

月に峠の湯びほろが供用開始となりまし

て、オープン以来２０年が経過していると

いうことで、施設が全般的に老朽化してお

り、改修が必要な状況になっているという

ことでございます。 

 今回、その施設の务化度の判定の調査を

行いまして、例えば、改修する場合にどれ

だけお金がかかるのかという必要な事業費

を算定するということで、その上で、今

後、どのような改修をしていけば施設がも

つのかなど、そういったことのために今回

調査をするものでございます。 

 業務の内容としましては、お配りした資

料に書いてありますとおり、外観の目視調

査ということで、建築の建物全般、機械設

備、電気設備について行います。目視でわ

からないものにつきましては、詳細の調査

ということで、サンプリングとか計測によ

る調査を行って、その原因分析を行うもの

でございます。そして、改修方法の検討と

概算の工事費を算出するものでございま

す。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １３番古舘繁夫さ

ん。 

○１３番（古舘繁夫君） 話はわかりまし

た。 

 これは、今、那須主幹がお話ししました

けれども、建築全般、機械、電気というの

は、それぞれの業者がやるのか、統括して

全部やれる業者がいるのか、それは美幌町

内の業者でいいのか。また、それをやるこ

とによって、前にやったことが無駄になら

ないか。これは本当はもう尐し先にやった

ほうがよかったのではないかと思うので

す。先ほども言いましたように、次に記載

のあることは尐し待て、やめておけ、調査

するのだからということになりはしないか

と思うのですが、この４００万円がもった

いないことにはならないですか。大丈夫で

すか。お願いします。 
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○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、今予定してい

る業者についてですけれども、建築設計、

技術資料に格付されているような業者を予

定しているところでございます。 

 基本的に一括で業者に調査をお願いする

ということです。 

 修繕費との関係ですけれども、平成２９

年度に計上している修繕費というのは、緊

急的にどうしても今やらないともたないよ

うなものを平成２９年度に計上しておりま

して、今回の４０８万３,０００円をかけて

行う調査は、今後、１０年、２０年もたす

ためにはどういった改修をしないともちま

せんとか、そのためにはこれだけお金がか

かるのですといった調査を行うものでござ

いますので、平成２９年度にやる修繕とは

別といいますか、平成２９年度のものはあ

くまでも緊急的なものということで御理解

いただきたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。 

○６番（戸澤義典君） 今の項目の質問で

すけれども、外観目視で調査をするという

ことで、相当レベルの高い業者でなければ

できないと思うのです。その後、詳細調査

もやるということで、４０８万３,０００円

のうち、外観目視で幾ら、詳細で幾らとい

うものがあると思うのです。その積算の根

拠をお示しいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） 積算の根拠に

つきましては、参考見積もりとなりますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。 

○６番（戸澤義典君） 参考見積もりとい

うのがよくわからないのですが、全部ひっ

くるめて出した金額がこれという話です

か。参考見積もりについてお伺いします。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） 内訳につきま

しては、後ほどお知らせしたいと思いま

す。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ９番坂田美栄子さ

ん。 

○９番（坂田美栄子君） 今の１５５ペー

ジの交流促進センター改修等調査委託料に

ついてですが、今まで説明を受けて、大体

のことはわかりました。ただ、建築全般と

いうことになっておりますけれども、２０

年もたってきますと、町民の方々の要求と

いうか、最近、センターに対する不満がか

なり出てきているという状況にあります。 

 どうせ改修するのであれば、やはり町民

にもう尐し足を運んでもらえるような施設

とすべきではないかと思います。 

 そうなると、こういう予算ではできない

のかもしれないのですけれども、毎回、毎

年、何年間に１回ずつ改修するのであれ

ば、本当に行きやすい場所にしなければな

らないと思うのです。 

 それから、ここの施設を指定管理者にす

るときに、食堂は皆さんが行きやすい食堂

にしたいという構想もありました。最近き

ちんと整理されていないのではないかと思

いますので、建築全般にかかってそういう

取り組みをするのであれば、もう尐ししっ

かり見詰め直していただきたいです。本当

に皆さんが行きたいという温泉施設にして

ほしいと思うのです。 

 というのは、利用客がだんだん尐なくな

ってきていることも現実にありますので、

そこら辺のことも考えた上で検討していた

だきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 今回の調査の

４０８万３,０００円は、あくまでも今の施

設の务化度の調査をさせていただくもので

あって、その後、今後のあり方を検討して

いく段階で改修が必要ということになれ
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ば、当然、議員のおっしゃるように使いや

すい施設、行きやすい施設ということも念

頭に置いた上で検討していくことを考えて

おります。 

 また、先ほどのレストランの関係でござ

いますが、こちらは今の指定管理者にお願

いしたときからの懸案でございました。こ

れにつきましても、毎月の定例会議の中で

改善についてお互い協議している段階でご

ざいます。こちらについても、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ４番上杉晃央さん。 

○４番（上杉晃央君） 同じく１５５ペー

ジの、美幌峠レストハウス管理運営委託料

なのですが、レストハウスの２階の改修工

事を行う予算の提案になっております。 

 その工事中の管理運営はゼロだとは思わ

ないのですが、２階を使わない間、５１７

万９,０００円は年間分の管理委託料で算定

されていると思うのですけれども、工事期

間中の委託料の考え方についてお尋ねをし

たいと思います。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、美幌峠レスト

ハウス２階の展望休憩室につきましては、

美幌商工会議所に指定管理を行っておりま

して、建物全体にかかる電気料及び各種保

守委託料の経費の２分の１、２階部分に係

る灯油代、管理業務に係る経費を負担して

いるものでございます。 

 レストハウスの２階の改修時期につきま

しては、現在まだ決まってはおりませんけ

れども、なるべく観光シーズンを外した閑

散期に実施をして、イベント等にはなるべ

く支障のないように実施したいと考えてい

るところでございます。 

 実施時期を今後検討した上で、もしこの

指定管理料に影響が出るような項目が出た

ときには、商工会議所と今後協議したいと

考えておりますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。 

○４番（上杉晃央君） 閑散期にやりたい

というのは、できるだけ観光客の方に不便

を来たさないということで考えると、一般

的には冬場と考えてよろしいのでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） 工事の工期等

にもよりますし、今回は補助金をもらって

実施するというようなことがありますの

で、その補助指令の関係もありますけれど

も、基本的には観光シーズンの終わった秋

口から冬にかけてぐらいの期間でと考えて

おります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。 

○４番（上杉晃央君） 灯油などに係る経

費は、別に工事をやっていようと、いまい

と、かかる経費ですが、管理業務について

は、工事期間中、本来的に管理するような

業務がないとすれば、そのことは契約の中

で協議して対応されると理解してよろしい

でしょうか。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） 管理業務につ

きまして、例えば掃除の業務が全くかから

ないという期間がありましたら、その部分

については協議したいと考えております。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ３番新鞍峯雄さん。 

○３番（新鞍峯雄君） 観光費の中の観光

施設維持管理事業の９,５８６万５,０００

円についてありますけれども、峠の湯にか

かる予算の内容について、その中で施設・

設備保守管理と維持管理に係る委託料の内

容について説明をお願いいたしたいと思い
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ます。 

 予算の内容については、先ほど修繕料の

ところでお聞きしておりますので、その後

の施設・整備保守管理、維持管理に関する

委託料の内容だけお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、修繕料につき

ましては先ほど御説明したとおりでござい

ます。 

 また、ただいまの施設・設備保守管理と

維持管理に係る委託料の内容についてでご

ざいますが、一つは、施設・設備保守管理

委託料ということで４３９万１,０００円と

なっております。 

 こちらにつきましては、法定とか、施設

の機能保持のための保守点検費用等という

ことで、例えば電気設備とかボイラーの保

守、水質検査、地下タンク清掃費用等々の

費用の委託となっております。 

 もう一つは、維持管理委託料の９５０万

円でございますが、こちらにつきまして

は、平成２６年度からの指定管理料です。

こちらは、平成２６年度から債務負担行為

をしておりますが、これが７００万円と、

電気料の増嵩による補塡分ということで、

平成２７年度から２５０万円ということ

で、合わせまして、９５０万円の措置をし

ているところでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 予算と委託料を合

わせて毎年数千万円かかっているわけです

けれども、先ほどからもお話が出ています

ように、平成８年からもう２０年を経過し

ているわけです。本当に維持費がかかると

感じております。 

 この委託料は積算根拠が決まっているの

でしょうけれども、それについてお伺いい

たします。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） 先ほど、参考

までに電気設備とかボイラー保守と申し上

げたのですけれども、これ以外にもかなり

の項目の法定的な設備を維持するために必

要な点検業務などがございます。それぞれ

見積もり等によって積算をしておりますの

で、もし必要であれば、そういった資料は

ございますので、後ほどお示ししたいと思

います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ６番戸澤義典さん。 

○６番（戸澤義典君） 同じ１５７ページ

の美幌峠レストハウス２階改修工事５,００

０万円の項目について質問させていただき

ます。 

 まず、１点目は、改修工事の内容と工事

ごとの予算について、見積もっている金額

をお示していただきたいと思います。 

 それから、議案説明の中で、キッズスペ

ースもつくられるということでしたので、

そのキッズスペースの内容と必要性につい

てお伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、美幌峠のレス

トハウスにつきましては、平成１４年７月

に、１階が商工会議所、２階のパブリック

スペースが町の合築によりリニューアルオ

ープンいたしました。 

 １年を通じて各種イベントに活用され

て、近年ではさまざまなランキングにおい

て常に上位にランキングされていて、好評

をいただいているところでございますが、

オープン以来１４年が経過して、特に２階

のパブリックスペースの床の汚れ等が目立

つということで、改修が必要だと認識して

いるところでございます。 

 このような状況の中、環境省による国立

公園満喫プロジェクトの全国８カ所の中

に、阿寒国立公園が道内では唯一選定され
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まして、その中でも美幌峠がビューポイン

トということで位置づけされたことによっ

て、重点的に予算がついて整備されること

になったところでございます。 

 今回、環境省の補助を受けまして、レス

トハウスの２階について、町民、観光客に

さらに楽しんでもらえるような改修を行っ

て、美幌峠のさらなる集客を図るものでご

ざいます。 

 美幌峠は、景観が売りでございますけれ

ども、天候が悪いときには素通りされてし

まうということが課題でありまして、天候

が悪くても立ち寄ってもらえるような施設

の整備が必要であると考えたところでござ

います。 

 その一つとしまして、ロールスクリーン

に美幌峠の絶景の写真を印刷しまして、悪

天候時でもそういったものをバックに記念

写真が撮れるようなスペースを新設したい

というものでございます。 

 二つ目の先ほど御質問にありましたキッ

ズスペースについてですけれども、町内で

は、きてらすが非常に好評ですが、子供連

れが気軽に立ち寄って遊べるスペースとし

て新設をいたします。 

 また、その来場者をまち中へ誘導して消

費につなげる仕組みとして、きてらすを初

めとした町内の宣伝も行う予定でございま

す。 

 道内の道の駅にも、サーモンパーク千歳

というところがありまして、こちらにもキ

ッズスペースがございますが、非常に好評

であるということで人気の高い理由となっ

ているところでございます。 

 そのほか、多目的トイレの改修やタブレ

ット等による情報発信も行います。 

 それぞれの工事の概算の費用と現在のイ

メージ図について、さきに資料でお渡しし

ておりますので、そちらのほうを御参照い

ただきたいと思います。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。 

○６番（戸澤義典君） このレストハウス

自体を改修することについては何ら疑義は

ないのですけれども、道の駅ランキングで

雄大な景観から常に上位ランキングしてい

るとか、美幌峠がビューポイントで位置づ

けられたということで、それらを観点に整

備するには全然問題ないと思います。 

 例えば、中の島が見えるように望遠鏡を

つけるとか、美幌町に寄ってもらえるよう

にするのであれば、ジオラマ的なものを置

いて、例えばきてらすのボタンを押したら

こんな施設が駅にはあります、みどりの村

を押せばこんなキャンプ場もありますとい

うような宣伝をすれば、美幌町内に来たと

きに、あそこに行ってみようかということ

にもつながると思います。 

 それから、雲海のところでもありました

が、美幌峠のきれいな景色がなかなか見れ

ないということで、苦肉の策でロールスク

リーンを設置して写真を撮るスペースとい

う話がありましたけれども、例えば、ガラ

ス全面を使って、晴れているときはこのよ

うに見えるということを、プロジェクショ

ンマッピングのような感じでつくればもっ

とすばらしいものができると思います。 

 特にキッズスペースついてですけれど

も、例えばサーモンパーク千歳というの

は、行ったことがある方はわかると思うの

ですが、まちの中にある道の駅です。住民

が非常に集まりやすい場所にあるというこ

とで、美幌峠とは位置づけが全然違うと思

います。ですから、美幌峠も同じように道

の駅であるから人が寄ってくるかといった

ら、そうではないのではないかと思いま

す。 

 ということで、せっかくキッズスペース

の予算２,２００万円を使うのであれば、も

う尐し美幌峠を、本当に景観がいいよとい

う売りに使ったほうがいいのではないかと

思います。 

 また、きてらすについてはランニングコ
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ストがかかっておりますけれども、このラ

ンニングコストを見ていないのかどうかで

す。 

 キッズスペースの必要性について、もう

一度伺いたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） 近年、観光客

も親子連れが結構多く、イベント等におい

ても子供連れが結構ふえております。 

 そういうことで、子供連れですから、子

供が遊べるスペースがあることによって、

尐し寄ってみようかということにつながる

のではないかと考えております。 

 また、きてらすが非常に好評だというこ

とで、今回つくるスペースは、きてらすの

ような大規模なものではなくて、もう尐し

小ぢんまりしたものでございますので、そ

のような中で美幌峠に寄ってもらった観光

客に木の遊具に親しんでもらって、その中

でまちの中に来ると、きてらすのようなす

ばらしい施設もありますというように宣伝

をすることによって、美幌峠に寄った観光

客がそのままきてらすまで足を運んでもら

うということにつながっていくのではない

かと考えたところです。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。 

○６番（戸澤義典君） ３回目の質問で、

これで終わりになるのですけれども、先ほ

ど言ったランニングコストの面の回答がな

かったのと、弟子屈方面から向かってくる

方であれば、そういう可能性は確かにある

と思います。ただ、美幌町民がわざわざ美

幌峠まで行って本当にキッズスペースを利

用するかということを考えますと、どうか

と思っています。きてらすもそうですが、

年々来場者が減尐していますので、最初は

行く人がいるかもしれませんが、２年、３

年たつと、美幌町内から町民が行くのだろ

うかと思うのです。それであれば、みどり

の村につくって、みどりの村をもっとアピ

ールしたほうがいいのではないかと思いま

す。 

 最後にもう一度伺いますが、キッズスペ

ースを再考する考えはないでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） １回目に答弁

漏れがございまして申しわけございませ

ん。 

 ランニングコストにつきましては、平成

２９年度に整備いたしますので、今年度は

ございませんが、来年度以降は施設の管理

に係る部分は出てくると考えております。 

 まだ、幾らというところまでは積算して

いないのですけれども、維持管理に係る人

件費なりは出てこようかと思っておりま

す。 

 また、キッズスペースの必要性でござい

ますが、美幌町内には、雤が降ったときと

か天気が悪いときに子供を連れて遊びに行

ける場所が余りありません。最近になっ

て、きてらすができましてにぎわっており

ますが、基本的にそういった場所が尐ない

と思っております。しゃきっとプラザにも

キッズスペースがありまして、そちらもち

ょっとしたスペースなのですが、いまだに

非常に人気が高いと伺っております。 

 近隣では、紋別とか網走、中標津には立

派な屋内の道立公園がございますし、お隣

の北見にもオホーツク木のプラザという屋

内の子供の遊べるスペースがあります。美

幌にはきてらすがありますが、雤が降った

ときとか天気が悪いときに子供の遊べるス

ペースが美幌峠にもあれば、子供を連れ

て、尐し天気のいいときに子供を遊ばせが

てら、美幌峠に足を運んでみようかという

ことも十分にあるのではないかと考えてお

ります。 

 よろしくお願いいたします。（「再考す

る考えはないということですね」と発言す

る者あり）。 

 再考というか、今現在、この計画でいき

たいと考えております。 
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○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ４番上杉晃央さん。 

○４番（上杉晃央君） 私は、平面図をい

ただきましたので、大体の配置はわかった

のですが、既存のスペースの中に大型テレ

ビが設置してあったと思うのですけれど

も、何回か峠に行って、そのテレビに画像

が流れているという記憶がほとんどないの

です。 

 多分、今、何らかの事情で使うことがで

きないような状態になっているのではない

かと推測しているところです。この改修工

事の後、既存の大型テレビについては、先

ほど戸澤議員も言っておりましたが、いろ

いろな情報発信をしたりするのに、あのビ

ジョンをうまく活用して、多くの方に美幌

のよさを訴えるということで、中身も含め

てリニューアルをして、いろいろな対応を

していくべきではないかと考えているので

すが、そういった対応は今回行う事業の中

で考えられているのか、別に費用がかかる

のか、その辺が尐し気にかかります。 

 これだけを見ると、５,０００万円の中に

は特別そういう費用の積算が見られないよ

うなのですけれども、その辺を含めてお願

いします。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問なのですけれども、既存の大きなテレ

ビがありまして、あれはかなり老朽化して

いるのですが、まだ使えますので、そうい

ったものは今後とも利用していきたいと考

えているのですが、中のＰＲのソフト的な

ものがかなり古い内容になっておりますの

で、来年度以降は新しいものをつくってい

きたいと考えております。しかし、そのか

かる経費は今回の予算の中で別に見ている

わけではございませんので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。 

○４番（上杉晃央君） これは、相当前か

ら使われていないのです。それらをなぜ今

まで経済部として手をつけないで、現状の

ままできたのかということに私は非常に疑

問を感じます。 

 この事業の中で、見せるソフトなどの事

業ということで、これを見ると大半がハー

ドですが、そういうソフト的な事業もこの

中で検討したらできなかったのかどうか、

その辺についてお尋ねしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） まず、１点目

のモニターの関係でございますけれども、

近年、こちらを使用している状況が余りな

いということです。こちらにつきまして

も、せっかくあるものについて活用してこ

なかったということは反省するところでご

ざいます。 

 また、今回の補助金の自然公園の関係の

補助事業のほうで補助対象になるかどうか

については、今の段階では検討している状

況にありませんが、今後可能なものなの

か、その辺につきましても補助事業者等と

検討していきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。 

○４番（上杉晃央君） 今の部長の答弁で

すと、補助対象になったら予算の組み立て

が変更できるような受けとめ方をすること

ができるのですが、よろしいのかどうか。 

 もう一つ、先ほど戸澤議員が、キッズス

ペースをつくることによって、できた後の

維持管理について聞いていました。今、商

工会議所に、先ほど質問したレストハウス

の管理運営の委託をお願いしています。こ

ういうスペースをつくることによって、現

在よりも清掃などの手間暇がかかるような

機能になると思うのです。そういうコスト

面などの増嵩が今の時点でははっきり積算

できないということですけれども、そうい

うことも含めて、５,０００万円の事業が慎
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重に検討されていたのかどうかをお答えい

ただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、当然、中にで

きるスペースにはいろいろな機能がふえま

すので、そういった部分の手間暇の分は増

嵩していくと考えているのですけれども、

実際にどれだけという積算までは今のとこ

ろしておりません。 

 今回、満喫プロジェクトの補助事業とい

うことで出させていただいておりますけれ

ども、今お示した事業費は、あくまでもこ

ちらで概算で弾いた事業でございますの

で、これでがんじがらめというものではご

ざいません。 

 ただ、今回の補助の対象となるのは、あ

くまでも老朽化の改修によるものと、イン

バウンド対策に必要な改修となっておりま

すので、そういったものに合致すれば、い

ろいろなものを盛り込んでいくことは可能

かと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ９番坂田美栄子さん。 

○９番（坂田美栄子君） 私もキッズスペ

ースの内容について説明をしていただきた

かったのですが、先ほどの戸澤議員の答弁

で大体の内容はわかりました。 

 内容はわかったのですけれども、なぜレ

ストハウスにキッズスペースが必要なのか

ということを私は第一に考えました。 

 先ほどの主幹の答弁にもありましたけれ

ども、美幌には子供を連れて行ける場所が

ないという話でありました。それであれ

ば、まちの中でも構わないのではないかと

いうことと、今、上杉議員が言われた部分

です。キッズスペースの遊具の写真が出て

いますが、これと同じではないとは思うの

ですけれども、小さい子供からある程度の

年齢の子供たちを対象にして考えておられ

るのだと思います。しかし、小さい子供に

対しての遊具であれば、時々消毒したりき

れいに清掃したりしないと、細菌の繁殖が

あって非常に難しいという心配もありま

す。キッズスペースというのは常に清掃を

きちんとしておかなければならないという

問題点があり、考えていかなければならな

いと思います。 

 もう一つには、美幌のまちに観光客を呼

び込むのであれば、まちのどこかにキッズ

スペースを設けて、こちらにもこういうも

のがありますし、駅の近くにきてらすもあ

りますということで、遊んでもらえる場所

をまちの中にふやすことから、まちに入っ

ていきやすい状況をつくれるのではないか

と思うのです。 

 そういう意味では、２,２００万円のお金

をかけるのであれば、それをどのように分

散するかはわかりませんけれども、レスト

ハウスにキッズスペースをつくるのではな

くて、まちの中にもそういうものを分散し

てつくるということも一つの考え方として

あるのではないかと思うのです。 

 これについては、もう一度、十分検討し

ていただく余地があるのではないかと思い

ますが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） なぜここにキ

ッズスペースがというお話でございます。

繰り返しになりますけれども、私どもの考

えとしては、まず美幌峠に足を運んでいた

だき、足をとめていただき、そこで尐しで

も長く滞在していただき、楽しんでいただ

き、消費につなげていただくということを

視野に入れて、さらに、今回、自然公園整

備の交付金が満喫プロジェクトで対象とな

るということも踏まえて、美幌峠にこうい

った施設を整備したいという思いでおりま

す。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １番髙橋秀明さ

ん。 
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○１番（髙橋秀明君） 同じく１５７ペー

ジの観光費のレストハウス２階改修工事に

ついて、大体の内容と思いはわかりまし

た。 

 その中で、工事の発注については町内業

者を最優先されるのだろうと思いますけれ

ども、その調達の予定をまずお聞かせくだ

さい 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、発注の方法に

ついては、町内の建築業者に発注をする予

定でおります。その中で、下請が必要なも

のにつきましては、仕様書を提示いたしま

して、その同等品での調達ということにな

るかと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番髙橋秀明さ

ん。 

○１番（髙橋秀明君） その中で尐し気に

なった点があったのですが、たしか、あそ

この２階は、暖房設備は完備しているので

すけれども、暑さ対策についてです。先ほ

どの、ここに観光客をとどめたいという話

からいけば、環境の面からそのおそれはな

いのかということをお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 空調の関係で

ございますけれども、施設は標高が高いと

ころにあって、夏の間も冷涼な状態にあり

ますので、現時点ではエアコンの設置は計

画しておりません。ただ、今後利用してい

く中で必要性等が生じた場合は、また検討

させていただければと考えております。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １３番古舘繁夫さん。 

○１３番（古舘繁夫君） 議員の半分の方

は、美幌町民の宝は美幌峠がその一つだと

思っていると思います。そこに２分の１の

補助、助成があるとは言いながら、もう後

戻りできないこともあるかもしれませんけ

れども、これはどういう人たちで平面図の

素案を考えたのでしょうか。 

 議員というのは、私以外はエキスパート

ばかりであります。聞くところによると、

経済建設常任委員会にお示しをしたと伺っ

ていますが、幾つかのパターンを提示し

て、こういう予算組みで、こういう財源

で、こういう状況で、今はＡ、Ｂ、Ｃの案

の中で考えているのだということをどうし

てしなかったのかと思います。だから、こ

れだけの意見がたくさん出るのです。 

 だから、その辺はしっかりと受けとめて

いただいて、私が答えを言う立場にありま

せんが、５,０００万円という大金を使う中

で、もっともっと魅力があふれたものを考

えて私どもにお示しいただくのも一つだと

思います。 

 そういうお考えはありませんか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（土谷耕治君） 美幌峠の観光はこ

の町の観光の軸となると思っております。

その中で、滞留型あるいは滞在型はなかな

か難しいと言われております。その中で

も、特に滞在型は、ホテルの問題が大きい

と思っております。 

 それから、滞留型としてどうするかとい

うときに、その中での発想で、キッズスペ

ースを考えてきたわけであります。 

 そういうことで、職員の段階で、私もも

ちろん入り、その中でキッズスペースを設

けようという思いでこの中に盛り込ませて

いただきました。 

 経過は以上のとおりです。 

○議長（大原 昇君） １３番古舘繁夫さ

ん。 

○１３番（古舘繁夫君） これでやめます

が、町長のおっしゃったとおり、美幌の

宝、美幌の観光としての大きなところが美

幌峠です。 

 これが悪いとかやめろと言う人はいませ

ん。質疑をした７人、質疑をしなかった７
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人の方々も、美幌峠がよくなると言うな

ら、こんなにうれしいことはないですし、

５,０００万円ももしかしたら安いものだと

いう思いではないかと思います。 

 そのような中で、こうあったらいいので

はないか、お金の使い道はこのほうがいい

のではないかという意見が幾人かの方から

出ているわけですから、今ここに出される

前に、もう戻すことはできませんけれど

も、幾つかの選択枞をもって考える余地が

あったのではないかと思います。 

 また、尐し比較しますと、経済建設常任

委員会にお示ししたときよりも若干の配置

のずれがあるように思います。このあたり

も、部局の方々が、こうやったほうがいい

のだろうと思うものを、私ども議会にも、

議員にもいろいろと御相談があってもよか

ったのではないかと思うのですが、いかが

でしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（土谷耕治君） その点について

は、本当におわびを申し上げたいと思いま

す。この補助事業自体は、美幌峠に係る部

分でしか使えないということで、先ほどお

話ししたような発想が出てきたということ

です。 

 それで、戸澤議員に答弁したとおり、後

戻りはできないのかというお話でありまし

たけれども、実は、経済団体のほうにもお

示しして、かなり厳しい御意見もいただい

ておりまして、キッズスペースを残すの

か、縮小していくのかについては、まだま

だ考え直す余地があると思います。まだま

だというほどはないのですけれども、しっ

かりといいものをつくりたいという思いで

ありますので、よろしくお願いをしたいと

思います。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 私も、皆さんから

いろいろと話が出ているように、キッズス

ペースについては、当初、改修内容の予算

を見たときにびっくりしたのです。２２０

万円は手ごろだという感じでいたのですけ

れども、１桁違う２,２００万円というと、

普通の民間住宅であれば５０坪で立派な住

宅が建つという予算です。５,０００万円の

うちの４０％前後をとられているわけであ

ります。 

 それで、いろいろ説明がありましたけれ

ども、その説明を聞いた中で、きてらすよ

りすばらしいものができるのだろうという

感覚でいたのですが、先ほどの説明では、

きてらすまでには至らないということで、

正直に言って愕然としたわけであります。 

 私の考えとしましては、予算の配分とい

いますか、今、町長が言われましたが、縮

小できるのなら縮小して、先ほど戸澤議員

がいいアイデアを言っていましたけれど

も、そういうところに尐しでも回してはど

うかという話が出ていましたので、着工が

あす、あさってではなく、秋口、７月と言

っておられましたので、善処していただき

たいと考えております。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 

○副町長（平井雄二君） できれば答弁調

整の時間を若干いただきたいのですが、議

長、よろしいでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 最後まで聞きます

ので、もう尐し待ってください。 

 ほかにありませんか。 

 １０番吉住博幸さん。 

○１０番（吉住博幸君） 話は全員共通し

ていると思いますが、３回しか質疑できま

せんので、お聞きください。 

 キッズスペースについて、いろいろな答

弁を聞いているうちに、私はこういうふう

に聞こえるのです。峠がだめだではなく

て、まちの中にキッズスペースが足りない

という叫びなのです。これは、経済部だけ

で答えていいのか、民生部絡みなのか、は

たまた町長の政治姿勢なのかどうかは別と

して、足りないでしょうというように受け

とめているのです。 
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 私は、あえて和洋折衷みたいな言い方は

しませんが、これは堂々とおやりなさい。 

 先ほどの答弁では、せっかく提案されて

いることを余地があるみたいな言い方をさ

れると、原案に賛成していいのか悪いの

か、逆に私どもは困ってしまうのです。 

 それよりも私が聞き出したかったのは、

皆さんの叫びを真摯に受けとめて、これは

これとして、まちの中にキッズスペースも

今後考えていきたいと言ったほうが気持ち

よい反応があるのでないかというのがまず

１点です。 

 私が本来的に聞きたいのは２点目です。 

 この事業の中で、標柱移設も予定に入っ

ています。そこでお尋ねしたいのですが、

私は、尐し話が飛んで申しわけないのだけ

れども、あそこ全体に建物を含めて尐し違

和感があります。峠をちょうど越えるとこ

ろに開発の標識がどんとありまして、カメ

ラアングルで撮るにしたって、ここからど

こまでは何キロメートルという標識や、風

向を調べるような飛行機みたいなものがあ

るのです。距離的に、あの峠を越える場所

になければいけないというのならいいので

す。例えば、既存の場所で２０キロメート

ルというのだったら、３００メートルずら

して、風景に影響のない範囲内で、１９.７

キロメートルとか、２０.３キロメートルと

しても意味は通じるはずだと思うのです。 

 そういう根本的な解決策を、ぜひ、これ

だけの多額のお金を使うなら考えていただ

きたい。そして、あの峠というものを、景

観を通して売りに使うのなら、建物ばかり

ではなくて、付随するものも含めて考え方

をまとめていかなければいけないと思って

おります。 

 １点目は、もし町長が答えられるのだっ

たらお聞きしたいところです。 

 ２点目は、今、一生懸命説明している経

済部が答えることだと思います。町長も含

めて。私は、各議員がだめだと言っている

のではなくて、町なかに足りないと言って

いるように受けとめるものだから、そこら

辺は、町長の腹一つで夢をつなげていく期

待を持たせるというのはあり得る話だと思

うのです。 

 そこら辺も含めて、できたら町長の答弁

もいただきながら、お話をお聞かせ願いた

い。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） 先に看板等の

関係についてお答えさせていただきますけ

れども、美幌峠園地全体の整備を図る団体

としまして、昨年、園地整備連絡協議会を

設置しまして、開発局、環境省、美幌町、

弟子屈町も入った中でつくっているところ

でございます。 

 今言われた見ばえの悪い看板等につきま

しては、女満別空港から美幌峠を通って阿

寒国立公園に入るルートがアクセスルート

として設定されておりますので、その景観

の改善も計画の中に盛り込まれております

ので、そういった会議を通じて看板の景観

の改善などは訴えていけると思っておりま

す。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（土谷耕治君） キッズスペースを

この中に設けたのは、先ほど古舘議員の質

問にお答えしたとおりであります。なるべ

くは滞在型、滞留型にしていきたいという

思いで、ここでそういった仕掛けをしなけ

ればなかなか難しいだろうという思いで、

こういう施設を取り入れたわけです。 

 また、まちの中に足りないという声や、

今のきてらすでは小さ過ぎるのではないか

という声はあります。これはまだはっきり

したお話はできないのですけれども、まち

のにぎわいをどう取り戻すかという論議も

されていますが、そういう中で取り組んで

いったらどうかという思いも尐ししており

ました。思いはそういう思いで、こういう

形の配置をさせていただいて、配置図案を

今回提示させていただきました。 
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 これをどうできるかについては、もう一

度考えさせていただきたいという思いでお

りますので、どうか御配慮をお願いしたい

と思っております。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） 今、一歩踏み込

んだ話をしていただいたと思っています。

そういう意味では、町長を信頼申し上げた

いと思っています。 

 ところで、最初の看板については、半分

ひっかけみたいな話で悪いけれども、あの

美幌峠は、今回、雲海まで発信して、そう

いう景観というか、全体を通しての価値、

人工物があることによって景観の値を下げ

るという意味では、開発だろうが、林野だ

ろうが、積極的に発信をしていかなかった

ら、お金をかける意味もなくなると思って

います。 

 そういう意味では、今、町長が答えてく

れまして、先ほど副町長から答弁調整とい

う声があったのもちらっと聞こえています

が、むしろこの事業はこの事業でやらして

くれと、皆の叫びは聞いたと受けとめて、

これでやめておきます。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（土谷耕治君） 今、我々が日常的

に気づかない視点で御意見をいただきまし

た。肝に銘じて、担当ともども、私どもも

開発なりにしっかりお願いいたします。せ

っかく雲海という美幌峠にとっては新しい

素材が注入されたわけでありますから、そ

れを最大限に生かすためにも、そういった

標識はカメラで撮ってもいいビューポイン

トにはなり切れないのではないかと思いま

すので、しっかりと受けとめて、声を上げ

ていきたいと思っているところでございま

す。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ６番戸澤義典さん。 

○６番（戸澤義典君） １５７ページで、

美幌峠を美しくする会負担金として１４０

万円が計上されておりますけれども、この

会の内容と負担金の使用用途について御説

明願います。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、美幌峠を美し

くする会につきましては、阿寒国立公園の

美幌峠園地、駐車場、外の公衆便所等の清

掃のための作業員等を配置して、観光地の

美化を図るものでございます。 

 実施主体は美幌商工会議所でございまし

て、国、道の補助金のほか、商工会議所、

観光物産協会、町の負担により運営が行わ

れているものでございます。 

 予算額といたしましては、さきにお配り

しております資料のとおりでございます。 

 これによりまして、２名分の清掃作業員

を雇って、園地内の美化を図っているとい

うものでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。 

○６番（戸澤義典君） この２名の方の実

働実績といいますか、年間何日ぐらいで、

年間延べどのくらいの時間勤務していると

いうことはわかるでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） 基本的に毎日

の対応となっております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １番髙橋秀明さん。 

○１番（髙橋秀明君） １５７ページ、観

光費の冬まつりと夏まつりの補助金に関し

て、補助金の内訳について御説明をお願い

いたします。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、まず、美幌夏

まつりについてでございます。 
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 夏の風物詩であります花火大会、盆踊

り、Ｂ級グルメ、本町の特産品ＰＲなどの

食を通じたイベントを実施して、町民を初

め、近隣市町村の地域住民の方々に楽しく

おいしい真夏のひとときを提供し、観光振

興を図るとともに、地域経済の活性化を図

ろうとするものでございまして、その経費

の一部について補助しております。 

 今回、やぐらの老朽化による床、屋根等

の改修、危険防止のための手すりの設置に

伴いまして、補助金を６０万円増額しまし

て、今年度は２６０万円を補助するもので

ございます。 

 経費の内訳につきましては、事前に配付

した資料のとおりでございますので、ごら

んいただきたいと思います。 

 また、びほろ冬まつりについてでござい

ますが、平成２７年度に１３年ぶりに場所

を町なかに移して開催して、地域経済の活

性化を図ろうということで、前夜祭も復活

したところでございます。 

 自衛隊の支援により製作されるジャンボ

滑り台、美幌の食材をメーンとした千人

鍋、町民等により製作されるミニ雪像、雪

上雪入れの美幌スノーバスケットなど、冬

を楽しむイベントにより、交流の促進と地

域経済の活性化を図るものでございます。 

 補助金の予算額につきましては、２３０

万円となっております。 

 かかる経費の内訳につきましては、事前

に配付しました資料のとおりでございます

ので、ごらんいただきたいと思います。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番髙橋秀明さ

ん。 

○１番（髙橋秀明君） 内容はわかりまし

た。 

 その中で、夏まつりについてですけれど

も、本年度、開基１３０年ということで、

ＨＢＣ、日本ハムの協賛をいただいて、今

までにないイベント的な催しをすることに

なっていますが、そのことも考慮された補

助金内訳なのか、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問の関係ですけれども、今回、補助金と

して増額した分につきましては、先ほど御

説明しました、やぐらの老朽化に伴う改修

費用の分ということで増額しております。 

 補助金としては、それ以外につきまして

は例年どおりとなっております。 

 実行委員会等がまだ開催されておりませ

んので、詳しい事業費の中身の内訳等は明

らかにされておりません。その中で、今言

われたような分の事業費の配分になってい

るかどうか、今現在、確認はできておりま

せんので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番髙橋秀明さ

ん。 

○１番（髙橋秀明君） ということであれ

ば、これから考えていただけるという理解

で確認してよろしいでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 主幹からもお

話をしましたけれども、イベント費の総額

２４５万円を計上しておりますが、この細

部につきましては今後実行委員会の中で精

査していくということで御理解いただけれ

ばと思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 ３番新鞍峯雄さん。 

○３番（新鞍峯雄君） 同じく、冬まつり

補助金２３０万円に関してです。補助金の

積算根拠及び平成２６年度から平成２８年

度までの決算状況についてお示しいただき

たいと思います。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、冬まつり補助

金の積算根拠ということでございます。今

回、予算額が２３０万円でございますが、

全体に係る事業費が３８２万３,０００円と
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いうことで、それに対しまして２３０万円

を補助するということでございます。 

 なお、過去、平成２６年から２８年まで

のそれぞれの決算状況につきましては、さ

きに配付しております資料のとおりでござ

いますので、そちらをごらんいただきたい

と思います。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番新鞍峯雄さ

ん。 

○３番（新鞍峯雄君） 町なかで冬まつり

をするようになって、ことしで２回目で

す。ことしは、本当に天候にも恵まれて、

結構な人出があったということでございま

すけれども、去年、おととしと２回開催し

て、何か課題は出ていないのか、お伺いい

たします。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、冬まつりの実

行員会を３月２９日に開催することとなっ

ております。その中で各実行委員会からい

ろいろな課題等が出されるかと思いますけ

れども、それらを整理した上で、今後の冬

まつりにつなげていきたいと考えておりま

す。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） 先ほど答弁漏

れがあった部分につきまして御説明させて

いただきたいと思います。 

 最初に、上杉議員から、峠の湯の更新を

何年前に実施したのかという御質問がござ

いましたけれども、今回計上した分につき

ましては、全て初めての部分の改修という

ことでございますので、よろしくお願いい

たします。 

 もう一つは、戸澤議員からありました４

０８万３,０００円の積算の内訳についてで

ございます。 

 まず、人件費ということで１５０万円、

旅費を含む資材費で５７万４,０００円、そ

のほかの諸経費で１４９万９,０００円、技

術経費で５１万円ということで、合わせて

４０８万３,０００円となっております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７款、商工費の質

疑はありませんか。 

 ８番岡本美代子さん。 

○８番（岡本美代子君） １５７ページの

先ほどの観光費のところです。 

 答弁で滞留型、滞在型と答えていました

けれども、私は峠開きのときに行っていま

すが、駐車場がある程度いっぱいになって

いたと思うのです。滞留型である程度のお

金を落としていただかなければならないと

いうことはよく理解していますが、最盛期

に駐車場は足りているのでしょうか。 

 あの辺を管理している人たちに話を聞い

て、どのぐらいまでが必要なのか、大型バ

スがいつも入れるようなゆとりを持ってい

なければならないということもありますの

で、その辺で、駐車場のキャパも考えなけ

ればいけないと思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） ただいまの駐

車場のことでございますけれども、こちら

は、峠開きもそうでありますが、初日の出

のイベント等で駐車場が不足しているとい

う状況はあります。開発局並びに環境省と

一緒に設置しております園地整備協議会の

中でも話題にして、解決に向けて検討して

いきたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） １５７ページの

観光費の中の冬まつり補助金、夏まつり補

助金に絡めてです。 

 例として、秋まつりについて、経済部で

はないと思いますけれども、美幌町が保有

しているいろいろな機器を活用されて、設

営費の出費が極力ないように工夫されてい

ると思っています。そういう意味では、さ
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きに髙橋議員と新鞍議員が聞いている中で

資料として見せていただいたら、設営費も

ばかにならないと思っているところです。 

 美幌町が保有している機材等を十分活用

できる方法はないのかということで、その

機器を保有しているのは総務部が所管だと

思っていますので、経済部のほうで、しっ

かりと設営費に絡めて、美幌町が持ってい

る機器を使えるような連絡体制を今後構築

されることが必要だと思っているのですけ

れども、現状はどうなのか、今後はどうす

るのか、お尋ねしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（広島 学君） 防災の資機材

として、灯光器、トイレ等、さまざまな資

材を持っておりますが、イベントの中で短

期間の使用ということで要請があれば、貸

し出しは行っておりますので、そういう要

請があれば貸し出しを行っていきたいと考

えております。 

○議長（大原 昇君） ７款、商工費の質

疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、７款、商

工費を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎延会の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

 本日の会議は、これで延会いたしたいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

 したがって、本日はこれで延会すること

に決定しました。 

――――――――――――――――――― 

◎延会宣言 

○議長（大原 昇君） 本日はこれで延会

いたします。 

 お疲れさまでした。 

       午後 ５時２５分 延会   
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